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建築士事務所憲章
　　

建築士事務所は、建築や環境が文化の形成に占める重要な意味を認識し、社会の健全

な進歩と発展に寄与します。

一　誠意をもって設計と監理の業務を遂行し、建築主の期待に応えます。

一　健康で快適な生活環境の創造と、安全安心、持続可能で良質な資産の形成を図ります。

一　自己研鑽を怠らず、職業倫理を高め、法令遵守と公益の立場に立って最善を尽します。

一　設計意図の理解を施工者に求め、公正に工事を監理します。

一　互いに信頼を深め、連帯の精神をもって職務を全うします。

平成20年5月

一般社団法人　日本建築士事務所協会連合会
（平成25年4月1日一般社団法人に名称変更）

　　社団法人　北海道建築士事務所協会は、本憲章を誓約する建築士事務所を会員とする法定

団体です。

平成21年1月

一般社団法人　北海道建築士事務所協会
（平成25年1月4日一般社団法人に名称変更）

〈一般社団法人　日本建築士事務所協会連合会シンボルマーク〉

“建築”の基本構成である“塊”、“面”、“線”の3つの普遍的要素をもとに構成し、

“屋根の建築”といわれる日本建築のイメージを取り込み、

柔らかな曲線によって、繊細な日本美を表現しました。

　史跡松前城を有し、北海道唯一の城下町に位置する松前中学校は、昭和44年に町内

の3校を統合して誕生した中学校です。建て替え前の旧校舎は築40年以上を経過し、老

朽化が著しいことから平成25年に改築に着手しました。改築にあたり特にこだわったの

が「地材地消」の学校づくりでした。地域材である松前杉をふんだんに使用し、構造材

としての利用はもちろんのこと、造作材として内装材や外装材、そして生徒が使用する

机の天板にまで松前杉を利用した温かみのある中学校となっています。また、実際の建

設にあたっては木造在来工法を採用し「オール松前」の名の下、全ての業種で地元の人々

の協力が得られ官民一体となった松前町を代表する建物となりました。この松前中学校

を卒業した子供たちが誇りに思える建物であるとともに、末永く町民の皆さんに愛され

ることを心より願っています。

松前町長　石山英雄

松前町立松前中学校
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この原稿が掲載されるhirobaが発刊される頃には世の中では「平成最後の」と言う言葉であふれて

いると思います。

この巻頭言も平成最後の巻頭言となりました。この30年間は「平成の」と言う言葉でくくられるよ

うになるのですが、この平成と言う時代を建築から振り返って考えてみたいと思います。

まず、「大災害」これは建築に限ったことではなくすべてにわたる事象ですが、阪神淡路大震災に始

まり東日本大震災という未曾有の大災害に見舞われ、また今年は我々の住む北海道も北海道胆振東部

地震に襲われると言う事態となりました。これらの地震の際にはビル、木造住宅の倒壊が多数ありま

したが、ある程度想定の範囲内であり建築の耐震性能は一定の力を発揮したとは思われますが、しか

しながら地震に伴う津波では、RC造のビルが引き波で転倒するなど、想像を超える事態となりまし

た。

また近年多発する水害や土砂崩れなどの災害に対しては建築がいかに無力であるのかと言うことを

思い知らされることになり、これらの事態は建築だけで解決の糸口が見えるものではなく、総合的な

知見をもとに対処しなければならないもので、次の時代に向け防災、減災に対する取り組みは大きな

課題として引き継がれていかなければならないことだと思います。

次に「業務の変化」があげられると思います。一つは仕事の仕方ということで、昭和には当たり前

に使っていた定規、ドラフター、鉛筆がディスプレイとマウス、キーボードにとってかわり事務所の

風景が一変し、図面も紙媒体は残っては居るものの、電子データ化されｅメール等によって届けられ

るようになり隣り合わせた所員間でも海外ともデータのやり取りで仕事をこなす時代となりました。

このことにより設計行為の合理化、標準化ということにおいては大きな変化でしたが、一方、設計図

がデジタル化されたということは、ただ単に記号として設計の内容を伝えるだけでなく、その設計事

務所の設計に対する意思、哲学に近いものまで表現しうる手
・
書
・
き
・
の
・
図
・
面
・
を失うことでもありました。

次の時代には、BIM、AIなどさらなる変化も待ち受けています。

余談ではありますが、手
・
書
・
き
・
の
・
図
・
面
・
といえば昨年、六本木の国立新美術館で開催された安藤忠雄展

で初期の作品の手
・
書
・
き
・
の
・
図
・
面
・
が展示されていました。まさに氏の建築に対する、意思、哲学が表現さ
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巻 頭 言

平成という時代

一般社団法人北海道建築士事務所協会

副会長・釧路支部長 三 浦 啓



れたものでした。見入っているのは私の同世代以上の方たちのような気もしましたが、さらに余談つ

いでに、私が作品展を見に行ったのは平日でしたが、当日は大変な混雑で建築関係者よりも圧倒的に

一般の方が多いように思われました。この安藤忠雄展は入場者数が30万人となったそうで、一建築家

の作品展にこれほどの人が詰めかけるとはまさに時代も変わったものだと感じ入った次第です。

さて本題に戻り、もう一つの「業務の変化」は制度上の点です、確認業務の民間開放さらには何と

いっても、耐震偽装問題に端を発する建築確認の厳格化の流れでしょう。これは皆さんも日々悩まさ

れていることではないかと思います。建築の安全性の検証は重要なことであることは言うまでもあり

ませんが不必要と思われる検証を求められたり、言わずもがなの事象を記述しなければならないなど、

理解しかねることは多々あるのではないかと思います。これは法令に即したうえでのことですが、事

務所協会としての取り組みがあってもいいのかもしれません。さらに今後のこととして、ZEH、ZEB

などの法制度として環境に配慮した設計が求められるようになり、さらなる研鑽が求められる時代と

なります。これらは、事務所協会が会員に対する役割として重要な事柄でもあります。

平成の幕開けはバブルの名残から始まり、その後の停滞の「失われた20年」ともいわれる時代をへ

て、インバンウンドやら東京オリンピックに向けた特需から多少景気が上向きはじめて、気が付いて

みると現場にも設計業界にも人がいないという事態に陥ってしまいました。本協会も遅まきながら、

青年話創会なる会を立ち上げ、さらには単位会には青年委員会を創設するなど若い方への業界として

の発信力を強めようとしております、これで人材が集まるわけではもちろんありません。いつも言わ

れているように魅力ある業界となるための報酬の適正化、業務の効率化など、山積した問題を次の時

代には解決することが求められています、もちろん建築設計が素晴らしい仕事であることを伝えてい

くことも。

平成最後のということですので、平成の建築について考えてみたいと思います。前の時代の昭和元

年は1926年ですので、コルビュジェのサヴォワ邸が1928年設計開始1930年に完成ということですの

でまさに近代建築の時代といえる元号だと思います。モダニズムからポストモダンまでを包含する64

年であったのですが、平成はというとこれといったスタイルでくくられてはいないように思います。

海外、国内を問わず前の時代では考えられない造形の建築が多く造られたのですが、これといったス

タイルに対する表現は見当たらず、多種多様な技術や造形が生まれたことの証左であることなのかも

しれません。平成に変わったばかりのころ昭和を代表する建物はとの雑誌のアンケートがあり、丹下

健三設計の代々木第一、第二体育館が一位であったように記憶しております。ところが平成はとなる

と難しい、代々木の体育館は東京オリンピックという大きなイベントが生みだしたものでそのまま比

べられないものがあるのですが、ただ次の元号に完成する東京2020の建物にその時代を代表する建築

は生まれるのでしょうか。

平成という時代を考えてきましたが、次の時代がどのようになっていくのかはわかりませんが、設

計という行為はなくなることはないと思います。そこで一番重要なことは人対人であることが今後さ

らに重要なこととなることはこの仕事に携わってきた皆さんがよくご存じのこと思います。それに備

え一層の研鑽と努力と共に新しい時代を希望をもって迎えようではありませんか。
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･北海道内の地域と敷地、住戸形式、家族構成等は自由

に設定してください。

・最優秀賞 25万円（１点）

・優秀賞 5万円（２点）

・奨励賞 2万円（４点）

･2018年８月７日㈫ 持参の場合は16時必着。

なお、土曜日、日曜日は、受付できません。

郵送の場合は８月７日消印有効。

･一般、学生等を問いません。

･北海道内居住者とします（学生・生徒は北海道内の教

育機関に在籍している者に限ります）。

･個人参加、グループ参加は自由です。

計 画 条 件

賞 金

締 切

参 加 資 格

⑴ 図面

作品名、設計趣旨及び設計意図を表現する図面（縮

尺は自由）。図面には、氏名、記号、サインなどを記入

しないでください。Ａ１（841×594）サイズ一枚、横

づかい。表現は自由です。ハレパネ又はスチレンボー

ド（厚さ５mm程度）などでパネル化してください。

⑵ 返信用ハガキ

受付番号をお知らせするために使用しますので62

円の官製ハガキに応募者の住所、氏名を記入して提出

してください。

(官製ハガキ以外は、受付できません。）

⑶ 応募用紙

応募作品の「作品名」と応募者の郵便番号、住所、

氏名（フリガナ）、所属先名（学生は、学校名・学年）、

電話番号をＡ４版の用紙に記入して（形式は自由）応

募作品とともに提出してください。

提 出 物

「場所を受ける」

建築には、場所が必要です。森の中や里山であったり、まちにはビルの

𨻶間にある狭小地や原っぱもあります。もちろん住宅地もあるでしょう。

地面を見れば、傾斜地、石だらけの土地、一面の野花、広大な雪原もあり

ます。

あなたは、場所を探すことから始めて下さい。場所を取り巻く環境や地

形から様々なことに気づくでしょう。そして、その場所から生まれる新し

い住まいを創造してください。
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委員長 米 田 浩 志

北海学園大学工学部教授

委 員 赤 坂 真一郎

㈱アカサカシンイチロウアトリエ代表取締役

委 員 小 澤 丈 夫

北海道大学大学院工学研究院教授

委 員 小 西 彦 仁

ヒココニシアーキテクチュア㈱代表取締役

委 員 佐 藤 孝

北海道科学大学工学部教授

委 員 澤 田 貞 和

㈱日本工房代表取締役

委 員 松 田 眞 人

㈱都市設計研究所代表取締役

①一次審査（2018年８月22日～24日）

一次審査通過者の受付番号は９月３日㈪に主催者

ホームページ（www.do-kjk.or.jp/）で発表します。

②二次審査（2018年９月19日10：30～）

一次審査通過作品からベスト10を選出します。

③最終審査（2018年９月19日13：00～）

二次審査通過作品（ベスト10）から各賞（７作品）

を決定します。

最終審査は「公開審査」とし、ANAクラウンプラザ

ホテル札幌23階白樺で行います。

・2018年９月中旬

入賞者に直接通知するとともにホームページでも発

表します。

①2018年10月22日㈪～10月26日㈮

大五ビル ６階ホール(札幌市中央区大通西５丁目11)

②2018年11月２日㈮～11月４日㈰

札幌地下街オーロラタウン

･１次審査通過作品は、協会広報誌「ひろば」（12月発行）

に掲載します。

また、最優秀賞の方には、同誌への寄稿をお願いし

ています。

審 査 委 員（委員は五十音順)

選 考 経 過

入賞者発表

入賞作品の展示等

最優秀賞
(共同作品)

押 川 快

秋 山 瑞 穂

北海道大学大学院２年

北海道大学大学院２年

優 秀 賞
(共同作品)

野 口 翔 太

福 山 将 斗

室蘭工業大学大学院１年

室蘭工業大学大学院１年

優 秀 賞 大久保 修 平 室蘭工業大学大学院１年

奨 励 賞
(共同作品)

千 葉 大 輝

蝦 名 錬

室蘭工業大学大学院１年

室蘭工業大学４年

奨 励 賞
(共同作品)

小 林 賛

山 崎 巧

室蘭工業大学４年

室蘭工業大学４年

奨 励 賞 小 野 陽 平 北海学園大学４年

奨 励 賞
(共同作品)

浅 野 樹

佐 藤 由 花

室蘭工業大学４年

室蘭工業大学大学院２年

入 賞 者 名 簿

･応募作品の著作権及び版権は、応募者のものとします。

ただし、この事業の趣旨に基づいて、主催者が図書の

出版や、新聞、雑誌、その他に掲載又は啓発宣伝など

に利用する場合は無償で認めるものとします。

･応募作品は原則として返却しません（返却希望の場合

は、事務局に相談してください）。

（一社)北海道建築士事務所協会

北海道

（一財)北海道建築指導センター

（一社)北海道建築士会

（公社)日本建築家協会北海道支部

（一社)日本建築学会北海道支部

㈱北海道建設新聞社

応募作品の著作権等

主 催

後 援



豊平峡ダムに隣接した大自然の中の敷地である。場所の設定が特徴的な案である。

また、廃棄物ともいえる堆砂に注目し、骨材などに再利用する提案にも拍手。

北海道らしい大自然を相手に、敷地にある３つの風景、自然・人工物（ダム）・湖面をそれぞれ庭園・コンクリー

ト躯体・家具として建築に反映させている。

内部の壁・天井のコンクリートがダムのイメージを十分伝えている。欲を言えば、水の壁があったらよりリアル

ではないだろうか。

さらに、１階のギャラリーに、ダム湖に接するミニ水族館があったらより楽しさを加えられたのではないだろう

か。しかしこの案は、住まいを越えて地域環境と結びついた新しい暮らし方を示唆しているように思える。

そんな想像を膨らませてくれる優れた提案である。

審査委員 澤田 貞和

最優秀賞 「A HOUSE in/for Three Landscapes」
押 川 快（北海道大学大学院２年)

秋 山 瑞 穂（北海道大学大学院２年)

（共同作品)
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北海道の住宅に見られる「厚い

壁と小さい開口」が、環境、場所

を受けるものの一つであろうと、

作者は述べている。

確かにそのような住宅が大地に

並び、北海道の景観をつくってい

ると思われる。今回設定した場所

は、傾斜地をひな壇造成された住

宅地である。

この場所に見られるレベルの異

なる地面のステージを受けるよう

に小川のレベルから敷地を幾つか

のレベルに分けて畑を作ってい

る。建物の基礎とスラブをオープ

ンキッチン・カウンターに見立て

た生活の場が、畑の食材に囲まれ

て大地に広がり、住居はその上に

「厚い壁と小さい開口」の塊として

浮いた。場所を捉えた建築が新し

いライフスタイル生み出している。

優れた作品である。

審査委員 佐藤 孝

素直に課題と向き合った清々し

い作品です。

道北の特徴的風景のひとつであ

る風力発電用の風車に並び、この

建築がそよぐ姿は美しく、審査員

を惹きつけました。

最も興味深かったのは、頂部に

ある僅かな開口を通じて降りてく

る光や雨の状態です。それは建物

の動きと連動して、内部空間に思

いがけない現象を引き起こし、住

まう人に劇的な体験を提供するで

しょう。

この作品の特徴である「動く」

建築の構造や素材について何らか

の表現があると、前述の要素と相

まって、提案を見る人に更に魅力

あるシーンを想像させ得たのでは

ないでしょうか。

審査委員 赤坂真一郎
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優秀賞 「卓に住まう」
野口 翔太（室蘭工業大学大学院１年)
福山 将斗（室蘭工業大学大学院１年)

（共同作品)

優秀賞 「戦
そよ

ぐ 家」
大久保 修 平

室蘭工業大学大学院１年



都市の中でも、自然の中でも、
建築することは即ち、敷地の状態
を壊しており、この作者は「場所
を受ける」とは、本来の敷地の状
態を取り戻す事であり、建築する
ことによってこれを実現したいと
考え、樹木の住宅を提案している。
森の中での植林とともに家を建

て、子育てを終わった夫婦が住み、
その生涯を終えるとともに、その
役割を終えた建築が徐々に朽ちて
自然と一体化していくというス
トーリーである。
人間も自然の一部であることを

より鮮明に浮かび上がらせてくれ
る建築で、詩的な哲学的な心地よ
いあり方を提案している。根とし
ての地下の居室群と、枝葉として
の吹き抜けボイド空間がユニーク
な住空間を作り上げている。
一方で、地下の空間が幾何学的

なプランで、樹木の根の配置を損
なうのではないか、もっと有機的
な形でよかったのではないか。あ
るいは上部の架構が、骨組にベニ
ヤのようなものを貼っている様に
見え、杢材をくり抜くような形で
も良かったのではないか。登り梁
がやや不明解との指摘があったこ
とを付け加えておきます。

審査委員 松田 眞人

一年の３分の１を霧に包まれる

釧路市昆布地区に計画された案で

ある。

森の中に地上より３mほど浮

かせ周辺の樹木の中に長方体の箱

を縦においている。あえて閉ざさ

れた外周部は森を見せることな

く、その長方体の上部に穴を空け、

さらに各階のスラブにも穴を空け

全てが空気の通る状態である。

その縦穴より雪、雨そして霧が

空間内に入り込む、各階に空けら

れたスラブの穴が少しずつズレ、

そのズレにより雪はスラブにのり

壁をつくり、雨は跳ねそして滴り

心地よい雨音を発する、また霧は

室内を雲中と化す。

天からの自然と共に暮らすため

の素敵な空間である。その一方で

開口部は全て解放され生活のリア

リティにかけているところが残念

である。

この一点が上位入賞を阻んだ。

審査委員 小西 彦仁

奨励賞 「不自由を内包する家」
小林 賛（室蘭工業大学４年)
山崎 巧（室蘭工業大学４年)

（共同作品)
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奨励賞 「樹木の住宅」
千葉 大輝（室蘭工業大学大学院１年)
蝦名 錬（室蘭工業大学４年)

（共同作品)



多くの学生が暮らす地域に、「住

宅」と「塀」との関係を逆転させ

た住まいを展開し、生活が滲み出

る複数の広場を生み出し、それら

を繫げ、新たな街のあり方を提案

しようとする意欲的作品です。

CAD やCG によるプレゼン

が主流の中、水彩風の手書きド

ローイングも目を引きました。し

かし、アイディアの出処が「塀」

であるが故に、全ての床が地表レ

ベルで展開されていたり、建物幅

が全て同じになっていたりと、自

分のルールに縛られて、提案を発

展させるチャンスを逃してしまっ

た感もありました。

このルール設定をほんの少し変

えるだけで、より魅力的な作品に

することが出来たのではないで

しょうか。

審査委員 赤坂真一郎

札幌市藻南公園内、札幌軟石採
掘所跡地における設計案である。
本年度の課題「場所を受ける」に、
力強くストレートに応えた優れた
提案といえよう。
かつての採掘によって露出した

崖面を、大胆にくり抜くことに
よって、店舗・アトリエをもつ三
世帯住宅とし、さらに棚やテーブ
ルなど家具を軟石でつくりこみ空
間と一体化している。これによっ
て、作者は「場所と建築が拒絶し
あっている」現状に意義を唱え、
すでに我々の日常の記憶から消え
つつある旧採掘所へのこのような
住空間の挿入が、「枯れた花の種子
にもう一度水をあげる」こと、つ
まり、〝場所"に再び生気と潤いを
もたらすことになると主張する。
この提案が喚起させるのは、よ

く知られる大谷石地下採掘場跡
（現大谷資料館、宇都宮市）であろ
う。石塊を大胆にくり抜いてでき
る圧倒的な非日常的空間は、多く
の訪問者を強く魅了する。本提案
にも、このような〝場所"と空間
との非日常的な関係が魅力的に表
現されている。
一方で、平面構成が、汎用的な

住戸プランを踏襲しているように
見えることが気になった。空間の
繫がり、間仕切りや建具などに、
この提案ならではの独自展開の余
地があったのではないかと思われ
た。

審査委員 小澤 丈夫

奨励賞 「Coexist～軟石に寄生する家～」
小 野 陽 平

北海学園大学４年
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奨励賞 「ヘイのイエ」
浅野 樹（室蘭工業大学４年)
佐藤 由花（室蘭工業大学大学院２年)

（共同作品)
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２次審査通過作品

板 東 千 尋

北海学園大学４年

杉田 渉伍（北海道科学大学大学院２年)
若原 大介（北海道科学大学大学院２年)

（共同作品)

羽 田 崇 人

北海道大学大学院２年



１次審査通過作品
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中西 慶侑（北海道科学大学大学院２年)

吉川 明香（北海道科学大学１年)

（共同作品)

蝦名 錬（室蘭工業大学４年)

浅井 敬太（室蘭工業大学４年)

（共同作品)

佐々木 のぞみ

札幌市立大学３年

谷浦 脩斗（吉本考臣建築設計事務所)

岩木 智穂（合資会社d.n.a.)

（共同作品)

表彰式
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総 評

住宅は、場所と共に生きる生活環境である。したがって、場所の特性を読み解きながら、住宅のプログラムや

住宅の形式を追求する必要がある。もちろん、場所だけに目的性を有しているのではなく、設計者の理念の定位

や住生活の機能性を優先させることもあり得る。しかし、実体としての住宅には、場所との間に呼応関係を導き

出さなければならない。住宅を縦糸（垂直的なるもの）、場所を横糸（水平的なるもの）に例えると、丹念に編

み出される織物のような関係と言い換えることができる。今年、第43回目を迎える北の住まい住宅設計コンペ、

別称キタスマコンペの課題は、「場所を受ける」であった。住宅と場所の関係を言葉にすれば「場所に（住宅を）

つくる」方が一般的かもしれない。しかし、今回の課題をあえて「場所を受ける」にしたのは、場所を生活環境

の主体として提示するためであった。なぜならば、場所には実体としての特性にとどまらず、地域や風土への拡

がりが含まれているからである。結果として、北海道の風土にふさわしい住宅の提案が期待された。

第43回北の住まい住宅設計コンペの締切日は８月７日であった。応募総数33作品が集まった。残念ながら例

年と比較すると少なめの応募数であった。今年は課題の公開日程が例年よりも遅く、各関係部署に周知するタイ

ミングが遅くなったことが減少の原因であった。コンペにおいてはスケジュール上の各タイミングも重要であ

ることを再認識させられた。その後、一次審査は、８月22日から24日の３日間で行われた。各審査委員が７票

を持ち、投票を行った。結果、一票以上が投票された14作品が一次審査通過作品として残った。二次審査会は、

９月19日午前中に開催された。この審査会では改めて各作品に対し評価の議論を重ねながら投票を行った。こ

の段階でベスト10入賞作品が決まった。同日午後には、一般公開を前提とした最終審査会が開催された。ここ

まで残ったベスト10入賞作品を前提に、さらに議論を重ねながら、７作品を選出した。その後投票を繰り返し、

最優秀賞作品１点、優秀賞作品２点、奨励賞作品４点を決定した。今年は、最優秀賞作品が決選投票によって選

出することになったのが大きな特徴であった。

最優秀賞作品（押川・秋山案）は、課題に対して最も的確に応えた作品だった。定山渓ダムを管理する住まい

において、周囲の風景や素材そして形態の関係を顕在化させたプロセスは、場所への眼差しから生み出されたも

のとして高く評価できる。優秀賞作品（野口・福山案）は、住空間の質に創造的リアリティがあった。家具の機

能に限定されないテーブルを配置した一階部分の空間秩序は秀逸であった。しかし、主体である場所にあまり特

徴がなかったのが悔やまれる。もう一つの優秀賞作品（大久保案）は、上位２作品とは異なったアプローチをと

りながらも、強い印象を残した作品であった。風力発電に着目しながら、住宅と風との関係を解いていた。動く

形態は、新たな住形式の可能性を提示していた。そして、奨励賞作品４点もそれぞれ特徴的な作品であった。さ

らに作品としての質を高めることができたなら上位入賞もあり得たであろう。

今年のコンペは、応募総数は少なかったものの、一次審査通過作品以降に残った作品は、例年と比べ、決して

見劣りすることのない質の高い内容のものばかりであった。どの作品も、具体的な場所を「発見」しながら住宅

の形式に変換されていた。場所という言葉の意味に限定されない、広範囲な視点、そして様々な与条件が統合さ

れていたともいえる。このようなスタンスからは、北海道の住宅にあるべき姿が自然と生み出されていた。今回

も、北の住まいの可能性が喚起させられる有意義な審査の『場』であった。

審査委員長 米田 浩志
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コンペ最優秀賞に受賞して

第43回北の住まい住宅設計コンペ最優秀賞受賞者

押川 快（北海道大学大学院２年)

秋山 瑞穂（北海道大学大学院２年)

（共同作品)

第43回の北の住まい住宅設計コンペ最優秀賞に選ん

でいただきまして、ありがとうございます。「課題を解釈

すること」「話し合うこと」というふたつの切り口から、

作品制作の経緯と受賞にあたっての感想を書きたいと思

います。

課題を解釈すること

「A HOUSE in/for Three Landscapes」という作品

タイトルは、コンペのポスター（Fig.1）に描かれていた

線と球からなるビジュアルイメージから着想を得ていま

す。９本の黒い線と、その上に浮かぶ、小さいけれども

存在感のある赤い球。コンペのポスターには、課題であ

る「場所を受ける」というフレーズの上に、そのような

イメージが描かれていました。私たちは、この線と球は

場所と建築の理想的な関係をあらわしているように思い

ました。１本ではなく９本の線が描かれているように、

場所を複層的で重層的なものとして捉えること。そして、

描かれた線と球のあいだに生じている目に見えない力

（線と球のあいだには、まるで次の瞬間にも動きだしそう

な緊張感が感じられます）のように、建築と場所が互い

に影響を与えあうこと。このふたつが、私たちが作品を

考える上での大きなテーマとなりました。

敷地はこのふたつのテーマに沿うような、複数のそれ

ぞれ性質の異なる要素が併存した場所として、豊平峡ダ

ムに目と鼻の先まで迫ったところを選びました。人に左

右されない巨大な「自然」と、その自然の力を人の力で

制御しようとする「ダム」、そしてその狭間に生じる「堆

砂」（ダムの上流から流れ込み、ダム湖の底に溜まった土

砂）という、３つの風景が併存している場所です。圧倒

的なスケールを持つ人工物である堤体の向こう側には、

さまざまな動植物が生息するダム湖が広がっています。

秋には紅葉を求めてたくさんの観光客がこの地を訪れ、

冬には表面の凍った湖の上に真っ白な雪が降り積もりま

す。このように、眼を向ける方向や、時間帯・季節によっ

て、顕在化する場所の特徴が大きく変わる場所だと感じ

ました。

そこで、これらの３つの風景が持つ魅力を生活に取り

込むと同時に、３つの風景に対して新たな価値を与える

ことのできる建築を目指しました（Fig.2-5）。

話し合うこと

制作のプロセスのなかでは、ふたりで話し合うことが

重要な役割を持っていました。話し合いの中での共鳴や

衝突から、自分ひとりでは思いつかないアイデアが出て

きます。それぞれが異なる切り口から考えることで、大

胆な思考の飛躍が起こり、デザインの厚みが増していき

ます。

さらに、公開の最終審査会では、自分たちでは言語化

できていなかった作品の魅力や、思ってもみなかったア

イデアの発展可能性について、多くの講評をいただくこ

とができました。まだまだ勉強不足であることを痛感し

つつも、さらなる発展可能性へ期待をいただいたことを、

とてもうれしく思っています。話し合うことは、建築を

考えるために欠かせないプロセスであることを改めて実

感しました。

今回の作品制作・審査で発見することのできたことが

らを糧に、今後も思考と制作を展開していきたいと思い

ます。
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第43回 北の住まい住宅設計コンペ最優秀賞受賞作品「A HOUSE in/for Three Landscapes」



平成29年度

平成29年度 北海道赤レンガ建築賞
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北海道赤レンガ建築賞 松前町立松前中学校

北海道赤レンガ建築奨励賞 訓子府町幼保連携型認定こども園 わくわく園

■主 催■

（一財)北海道建築指導センター

（一財)北海道建設技術センター

（公社)日本建築家協会北海道支部

（一社)北海道建築士会

（一社)北海道建築士事務所協会

北海道

■趣 旨■

地域社会の発展に貢献する創造性豊かな建築物等

を表彰することにより、本道における建築創造活動

を促進し、健全な地域文化の発展と広く建築文化に

対する意識の高揚を進め、もって、地域に根ざした

まちづくりの推進などを図ることを目的とします。

■表 彰 内 容■

・北海道赤レンガ建築賞 １点 表彰状、銘板

・北海道赤レンガ建築奨励賞 数点 表彰状

両賞とも、北海道知事が建築主・設計者・施工

者を表彰します。

■募 集 対 象■

北海道内に建設され、平成29年３月31日までに

竣工した建築物及び建築物群とします。ただし、住

宅など個人の利用に限定されるものは除きます。

■募 集 期 間■

平成29年８月１日から平成29年９月１日まで

■応募作品数■

32作品

北海道赤レンガ建築賞実行委員会

（一財)北海道建築指導センター

（一財)北海道建設技術センター

（公社)日本建築家協会北海道支部

（一社)北海道建築士会

（一社)北海道建築士事務所協会

（一社)北海道設備設計事務所協会

（一社)日本建築構造技術者協会北海道支部

（公社)日本建築積算協会北海道支部

（一社)建築設備技術者協会北海道支部

（一社)北海道建設業協会

（一社)北海道電業協会

（一社)北海道空調衛生工事業協会

北海道管工事業協同組合連合会

（一社)北海道建築技術協会

北海道

※実行委員長（一財)北海道建築指導センター理事長

石塚 弘

北海道赤レンガ建築賞審査委員会

委 員 長 羽深 久夫 札幌市立大学デザイン学部教授

副委員長 遠藤謙一良 (公社)日本建築家協会北海道支部長

委 員 石塚 弘 (一財)北海道建築指導センター理事長

委 員 安藤 敏郎 (一社)北海道建築士事務所協会

委 員 本間 惠美 (一社)北海道建築士会常務理事

北海道赤レンガ建築奨励賞 恵庭市生涯学習施設 かしわのもり



平成29年度北海道赤レンガ建築賞 松前町立松前中学校

■建築主 松前町

■設計者 ㈱象設計集団

■施工者 《小川・今井・佐々木特定建設共同企業体》

㈱小川建設

㈱今井工務店

《タマツ・森・阿部経常建設共同企業体》

タマツ電機工業㈱

㈲森電設

阿部電気

《池田・大明経常建設共同企業体》

池田煖房工業㈱

大明工業㈱

《西沢・森川・清水特定建設共同企業体》

㈱西沢工務店

㈱森川組

清水建設

《樺電・古海・真友経常建設共同企業体》

樺電工業㈱

真友電気

《サトウ・原田・川合経常建設共同企業体》

㈱サトウ設備工業

㈱原田設備工業

川合建設㈱

■建築物の概要

所 在 地：松前郡松前町字博多265番地

主 要 用 途：中学校

構造及び階数：木造１階

建 築 面 積：5,218.30m

延 べ 面 積：5,164.78m

竣工年月日：平成27年８月31日
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□企画の特徴（地域との関わりなど、特に配慮した点）

松前中学校は、昭和44年に町内の３校を統合して誕生した学

校で、建替え前の旧校舎は昭和45年に建設され、築40年以上を

経過し老朽化が著しいことから、平成25年に改築に着手しまし

た。改築後は、松前町内で唯一の中学校となることから、町の

シンボルとなるよう、また様々なイベントなどでも中心的な役

割を担う建物になるよう協議を重ね、その中でも特に強くこだ

わったのが、地域材である松前杉をふんだんに使用した「地材

地消」の学校づくりでした。構造材としての利用はもちろんの

こと、集成材として、また造作材として内装材や外装材、そし

て生徒が使用する机の天板までと、ありとあらゆるところに松

前杉を利用し、温もりのある学校づくりを目指しました。

□設計の特徴

今までの学校という概念にとらわれず、全く新しいタイプの

中学校を目指し設計を進め、基本的に４つのエリアに建物を分

けて構成しました。それぞれのエリアは渡り廊下でつながれ、

回廊を思わせる廊下からは、どこからでも中庭へ出られるよう

になっています。また全ての建物は木造在来工法で建てられ、

大断面集成材などを使用して建てられる大規模木造建物群と

は、一線を画す構造となっており、特に体育館棟のトラス構造

は、この松前中学校を象徴する空間となっています。

また、「地材地消」以外の特徴として、ICT 機器を活用した

ICT 教育を推進する無線LANの整備や、非常時に避難施設

としての役割を担うという観点から、食料や毛布等を備蓄する

のはもちろん、トイレの水を確保するための井戸や大型の自家

用発電装置を備えた設計となっています。

□施工の特徴（工法の特徴、施工上の配慮、工夫等）

「地材地消」にこだわった松前中学校ですが、実際に建設に携

わる人々も「オール松前」の名の下ほぼ全ての業種で地元の人々

の協力がありました。特に、普段から木造在来工法に精通して

いる大工さん達には、ほぼ着工から完成までお世話になり、大

変ご苦労を掛けたことと思います。また施工中には、骨組みが

立ち上がった段階で現場見学会を開催するなどして、松前杉を

使用した「地材地消」の取り組みをアピールしました。

□完成後の地域への貢献度等

松前中学校が完成した後は、音楽鑑賞会の開催を始め、レバ

ンガ北海道で活躍するプロバスケットボール選手を招いてのバ

スケットボール教室など、様々なイベントを開催するなどして、

建物の有効活用を図っています。また、平成29年度には全面人

工芝のサッカー場を含むグラウンド整備工事が完成することか

ら、さらなる地域開放を含め、今後の展開を検討しているとこ

ろです。

―17―



平成29年度北海道赤レンガ建築奨励賞 訓子府町幼保連携型認定こども園 わくわく園
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■建築主 訓子府町

■設計者 ㈱久米設計 札幌支社

■施工者 《北成・久島・丸建特定建設工事共同企業体》

北成建設㈱

久島工業㈱

丸建工業㈱

天内工業㈱

■建築物の概要

所 在 地：常呂郡訓子府町旭町75番地

主 要 用 途：認定こども園

構造及び階数：木造１階

建 築 面 積：2,080.68m

延 べ 面 積：1,902.06m

竣工年月日：平成28年10月31日

□企画の特徴（地域との関わりなど、特に配慮した点）

本施設は老朽化した幼稚園・保育園の建替・統合に伴い、多

様化する保育ニーズに対応すると共に、隣接する役場・子育て

支援センターと連携を図りながら子どもに関わる相談・支援を

一元的に担う認定こども園として設立しました。園舎構造材に

は町有林の伐期を迎えた約２千本のカラマツを使用し、床材に

は姉妹町・高知県津野町産材ヒノキを用いた温かみのある空間

の創出と、足裏からの刺激により健やかな発達を促す「はだし

教育」を実現しました。また、地中熱や太陽光等の自然エネル

ギーを最大限に活用し、災害時にも一次避難施設として有効に

機能するよう計画しました。町の資源と町の開拓に縁のある姉

妹町の資源や自然・再生エネルギーを活用し、子ども達の健や

かな成長を促す温かみのある空間を創出するとともに、訓子府

町開基120周年を迎えるに相応しい施設づくりを目指しまし

た。

□設計の特徴

町民及び町内事業所に関連する０歳から５歳までの約200名

の子ども達が通う、訓子府町唯一の認定こども園です。年齢毎

に活動が異なる保育室は独立した生活環境を確保し、園内から
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裸足のまま駆け出し活動出来る「はだしの庭（芝生の中庭）」を

中心に回廊で繫ぐ平面構成としました。異年齢や障がいをもつ

園児らが共に生活し、様々な遊びや学びを共有しながら日常的

に「ふれあい」や「たすけあい」が生まれる場となることを目

指しました。園舎は外壁耐火の準耐火木造建築物（燃え代層不

要）とすることで材積量とコストを抑えながら木の露出面積が

大きく、回廊を中心に「互いに支え合う」構造形式が際立つ空

間としました。地元食材を用いた給食調理が見える遊戯室や、

移動キッチンによるライブ調理など「農業のまち」における様々

な食育の展開を可能とし、町の資源・自然を活用した保育・教

育・木育・食育により、郷土愛が醸成される子育て支援の核と

なる施設を目指しました。

□施工の特徴（工法の特徴、施工上の配慮、工夫等）

保育室と回廊の集成材柱・梁は見付120mmで統一され、そ

の梁は回廊で交わり格子状となる構造デザインとなっていま

す。園舎全体が木の構造体を積極的に見せる意匠となっており、

ピットレベルで基礎・土間を一体化打設し、スラブ上で測量・

墨出しを行った上で上部基礎を形成する２段階の施工ととも

に、アンカーフレームの活用や施工方法の効率化により短工期

かつ高精度な建て方を実現しました。木架構を表しによる複雑

な防火・防煙区画と配管配線納まりを監理者と密に打合せを行

いながら施工を進めました。地中熱HP 施工においては土中の

温度変化を追跡調査できるよう温度センサーを自主設置し、

CO 削減量及び省エネ率の解析を行い効率的な運用に役立て

ています。

□完成後の地域への貢献度等

園舎完成後には町民、保護者をはじめ周辺市町村の職員や、

森林組合、工務店、林業関係事業体、森林所有者等を招いての

見学会を行い、約400名の参加者がありました。開設以来、保

育・教育環境の充実により通園率が増加するとともに「この園

に通わせたい」「安心して子育てができる」という理由から町内

への移住・Ｕターンなどもあり、当初予想を超える園児数と

なっています。過疎化が進む地方都市において人口流出を抑制

する魅力ある施設となっており、地方における認定こども園の

好事例として近隣市町村をはじめ、全国各地から視察者が訪れ

ています。
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■建築主 恵庭市

■設計者 北海道大学工学研究院都市地域デザイン学

瀬戸口研究室

㈱エスエーデザインオフィス一級建築士事務所

㈱北洋設備設計事務所

■施工者 恵庭建設㈱

尾崎設備工業㈱

槌本電設工業㈱

■建築物の概要

所 在 地：恵庭市大町１丁目５番７号

主 要 用 途：生涯学習施設

構造及び階数：木造１階

建 築 面 積：1,016.64m

延 べ 面 積：949.67m

竣工年月日：平成28年７月27日

□企画の特徴（地域との関わりなど、特に配慮した点）

恵庭市生涯学習施設かしわのもりは、恵庭開拓の起点として

古い歴史を持つ柏地区に計画されました。「地域の子どもたちの

教育拠点となる、図書館のような場所が欲しい」という住民の

要望から、「次世代を担う子どもたちを地域が育む〝地育"」を

コンセプトに、子どもたちの知的好奇心を刺激し学びの場とな

る施設を計画しました。また、科学的興味を育てる科学実験教

室や、生活の知恵を学ぶ宿泊学習の場、身体づくりの場であっ

た佐伯武道館の建替が要望され、それら多様な地域活動の場が

緩やかに繫がり、子どもを中心に多世代が集える施設を計画し
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ました。計画段階ではワークショップにより地域住民と協働で

建築を進めることで、住民によるカフェの運営等、住民自ら使

い込んでいける建築を実現しました。

□設計の特徴

かしわのもりは多様な機能が求められたため、歴史あるサク

ラ、モミジ、オンコ、ナナカマドを活かすよう「斜めの軸」を

設定し、94m×20mの細長い変形敷地を分節して計画しまし

た。子どもなどの利用者の動きを誘発するために斜めの軸を活

かして各部屋の平面形状は台形としました。施設全体に連続す

る「100m本棚」で、分節した居室同士を緩やかに繫げました。

各居室は、科学実験教室が行える高天井と耐薬床仕上げの「ク

ラークルーム」、武道ができる「スポーツ練習場」、地域の食事

会のための「調理室付き会議室」等、地域固有の活動に合わせ

て設計しました。

□施工の特徴（工法の特徴、施工上の配慮、工夫等）

地域の歴史を継承する、樹齢80年のサクラ、モミジ、オンコ、

ナナカマドを活かして建築形態や施工方法を決定しました。モ

ミジの根を避けるよう片持ち基礎を採用し、枝振りを残すよう

緑のカフェの高さを抑え、サクラを真近に愛でる屋上テラス、

サクラに正対する２m×２mの大開口を計画しました。

建築は斜めの軸を基本に台形の居室群で構成し、細長い敷地

でも広がりを感じるとともに、活動が一つの居室内に留まらず

に遊動し、他の活動と融和して住民の交流を生み出すよう設計

しました。複雑な建築形状でありながらも、木造在来軸組工法

を採用することで施工費を抑えています。

「100m本棚」で採用した400mmグリッドを建築全体のモ

ジュールとし、開口部や外装材の割付、天井高さ等、建築全体

の寸法を決定しました。部材間の納まり等を標準化し、施工手

間、部材ロスを抑えました。

□完成後の地域への貢献度等

「100m本棚」には住民の寄贈で集まった書籍が並び、本の紹

介や読み聞かせ等、本による多世代交流が生まれています。ク

ラークルームでは科学実験教室、会議室では親子料理教室等、

子どもたちの好奇心を育むイベントが行われ、地域住民が子ど

もたちを育む「地育」が実践されています。「緑のカフェ」は地

域住民により毎日運営され、誰もが気軽に利用できる居場所が

あります。「春の庭」ではサクラの花見や冬の雪遊び等、四季折々

の遊びやイベントが開催され、施設が使い込まれています。年

間利用者数は約４万人（市人口の６割）を見込み、かしわのも

りは着実に市民の施設となっています。

また、2018年9月6日に発生した北海道胆振東部地震の際に

はかしわのもりは避難所として開設され、地域住民や旅行者な

どのべ141名に利用されました。７日間、被災者への休憩・睡眠

スペースの提供や生活必需品の配給などが施設で行われ、非常

時でも市民の心の拠り所となる建築となっています。
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平成29年度（第30回）北海道赤レンガ建築賞は、32作品の応募があり、第13回（平成12年）の33作品以降最大
応募数となった。また、道央圏に集中することもなく、地域住民の日常に関わりのある施設が目立った。
この応募結果を受けて、９月７日㈭に第２回審査委員会を開催して、審査員５名で改めて審査基準の確認を行った。

北海道赤レンガ建築賞の主旨にあるように、「北海道赤レンガ建築賞は、地域社会の発展に貢献する創造豊かな建築物
等を表彰することにより、建築文化の振興や地域に根ざしたまちづくりを推進させることを目的…」を踏まえ、「赤レ
ンガ建築賞20周年によせて」（『北海道赤レンガ建築賞1988-2007』平成20年１月刊、所収）にある越野武氏の「強く、
正しく、美しく」を基本に、物語を紡ぐ建築であることを目指すことで合意した。また、建築主・設計者・施工者を
表彰することで建築の力が地域の力になるようにとの審査員の想いをのせた。さらに、文化財保護法にあるように50
年を経過すれば文化財建造物として基準の対象になるので、その基準の一つである「意匠的に優秀なもの」も重要な
要素であると考えた。
この審査基準の検討を踏まえ、審査員５名でそれぞれ５作品を推薦し、２票以上の作品ごとに推薦した審査員が作

品ごとに講評を行い、次のとおり現地審査の対象作品を選出した。
①「訓子府町幼保連携型認定こども園わくわく園」（木造１階、延べ1902.06m）
②「松前町立松前中学校」（木造１階、延べ5164.78m）
③「恵庭市生涯学習施設かしわのもり」（木造１階、延べ949.67m）
④「認定こども園カトリック聖園こどもの家」（鉄骨造１階、981.38m）
⑤「アシリ・和來」（木造１階、393.34m）
⑥「下川町まちおこしセンター コモレビ」（木造１階、943.53m）
⑦「sitatte Sapporo 札幌フコク生命越山ビル」（鉄骨造地下１階地上13階、18844.44m）
上記の７作品を２次審査対象として、審査員５名全員と事務局で10月４日㈬から10月23日㈪にかけて現地審査

を行った。
第４回審査委員会は、現地審査（７作品の現地審査を第３回審査委員会とみなした）の実施後に、審査員５名が７

作品の現地審査評を提出し、11月９日㈭に開催した。第２回審査委員会で検討した審査基準を確認した上で、５名の
審査員が３～４作品を推薦したが、松前町立松前中学校、訓子府町幼保連携型認定こども園わくわく園、恵庭市生涯
学習施設かしわのもり、認定こども園カトリック聖園こどもの家、の４作品を選出し、議論を行った結果、建築賞を

松前町立松前中学校に、奨励賞を訓子府町幼保連携型認定こども園わくわく園と恵庭市生涯学習施設かしわのもりの

２作品に選定した。なお、認定こども園カトリック聖園こどもの家は入選しなかったが、永山公園やサッポロビール

園などから続く歴史性と緑のつながりを創出しながら、幼稚園と保育所の機能をシンプルでコンパクトに平面計画を

まとめたことが評価できる。

平成29年度（第30回）北海道赤レンガ建築賞は、３作品とも木造１階建ての建築となった。少子高齢化が進み、

人口減少社会が現実となっている北海道で、179市町村の中３市町の施設が選ばれ、災害時の利用も配慮した未来を担

う子供や住民のための施設が受賞できたことは、北海道が赤レンガ賞で30年求めてきた地域の力となる建築を表彰

してきた結果であり、偶然の所産ではないと審査員各自が確信したと思われる。

□平成29年度北海道赤レンガ建築賞 松前町立松前中学校
松前町立松前中学校は、国重要文化財である福山城（松前城）本丸御門・龍雲院・法源寺山門、国史跡である福山

（松前氏）城跡・松前藩主松前家墓所など往時の松前氏城下町の西、字名が博多の地にあり、昭和45年に町内の３校

を統合して開校した松前中学校を改築した町唯一の中学校である。全面人工芝をもつグランド越しに日本海を一望で

きる敷地に、既存施設の解体工事と新築工事を並行させて竣工させた。教育の場としての「学校」だけではなく、生

活の場となり、環境意識を育み、地域施設となる町民みんなの学校に、加えて町のシンボルに、との将来への願いが

城下町としての和風の意匠ではなく、洋風を感じさせるデザインを生んだのであろう。

平成23年９月の耐力度調査結果を踏まえ、施設整備基本構想と改築基本構想の策定、設計者選定プロポーザルの実

施、基本設計案の町民ワークショップと地域説明会の開催、平成25年８月の第１期工事着工、平成27年８月第２期

工事竣工まで、松前町と松前町民、設計者、施工者の良好な関係性が窺われる。町有林の松前杉（道南杉）を使用し

た在来工法による木造平屋建ては、道内企業による製材・集成加工・プレカットの流通と地元の施工者の参入を促し

ている。これは、材料調達からの生産、今後の維持管理、解体までのライフサイクルコスト、二酸化炭素の抑制を考

えれば、公共施設整備の妥当な方法であろう。

御髪山からの南勾配の敷地南にグラウンド、北に校舎群がある。西の体育館・武道場・音楽室は、木目が透けて見

える一掃塗りで、隣接して連動し住民も使い易い配置である。東には職員室・ランチルーム・図書室、学校給食セン

ターがある。グラウンドを見渡せる職員室は、開放感に溢れ、生徒の見守りと多目的な活動への対応も可能である。

ランチルームはラチス状の耐力壁と洋小屋の架構が創り出す木の香漂う落ち着いた空間であり、学校給食センターは

町内小学校の給食も担っている。体育館とランチルームに挟まれた中庭は、地元の漁師小屋をイメージしたカラフル

な突出部をもつ立面に囲まれ、植栽と自然の緑、雪の白とも色合いが調和している。中庭に面する廊下を挟んで北側

に教室・理科室・調理室、南側にワークスペース・教室・特別支援教室・保健室がある。廊下から中庭に突出した部

分は、アルコーブ・小会議室・放送室・生徒会室に充てられ、町が推進している書道のための水場もある。トイレは



―23―

ブースごとに間仕切壁やタイルの色を違わせ、町内の屋号をくり抜いたシェードを使うなど細部にわたる配慮がみら
れる。武道館・音楽室・ランチルームはキングポストの三角屋根、体育館はトラスを組んだヴォールト状の屋根で南
北を棟にしているので、南側立面のアクセントなるだけでなく、背後の山並みの稜線と調和している。また、ラチス
状の耐力壁も漆喰の海鼠壁にもみえる。建築面積は5000m を越えているが、平屋建てにすることで木造が可能とな
り、天窓と南側からの自然採光を取り入れることができ、歴史的環境をもつ海沿いのまちにある明るい学び舎を生み
出している。
以上の点を踏まえ、「松前町立松前中学校」は、地域社会の発展に貢献する創造豊かな建築であり、建築文化の振興

や地域に根ざしたまちづくりに貢献し、意匠的にも優秀な建築であることを評価して平成29年度の北海道赤レンガ
建築賞を贈る。

□平成29年度北海道赤レンガ建築奨励賞 訓子府町幼保連携型認定こども園 わくわく園
訓子府町幼保連携型認定こども園わくわく園は、老朽化した幼稚園・保育園の建替え時に統合し、近くに小中学校

もある立地を活かして隣接する役場庁舎・子育て支援センターとの連携を図り、子供に関わる相談・支援を一元化す
るために設立された約200名の子供が通う施設である。
幼稚園と保育園に挟まれたグランドにこども園を新築し、南の幼稚園地を園庭、北の保育園地を駐車場とした。ヤ

マモミジをシンボルツリーにした中庭（はだしの庭）は裸足の活動を行う場であり、中庭を囲む回廊に接して東・南・
西側に、２保育室の間にトイレ・教材庫・玄関を設けた保育室ユニットがある（東側は０～２歳児、南側は３～４歳
児、西側は５歳児）。北側のエントランスに並び職員室・給食室があり、職員室・給食室の南に遊戯室が接している。
中庭を囲む架構は、1.8mスパンを基本にした門型フレームで（保育室の梁下2.6m、遊戯室の梁下5.4m）、回廊・
エントランスは格子梁、柱・梁幅は町有林カラマツの樹径から見付120mmと160mmで統一した単純積層集成材を

用いている。構造部材・木製品の大半を町と隣接する置戸町・北見市・津別町で調達し（床材は姉妹町・高知県津野

町産ヒノキ）、設計を地元出身者が担当し、施工を地中熱ヒートポンプに実績のある地元業者が担当するなど町・設計

者・施工者のチームワークは、わくわく園の誕生に大きく寄与したであろう。園児の気持ちを落ち着かせるために秘

密基地のような読書スペースを回廊に設けたこと、保育室のテーマカラーに帽子の色、サイン色、トイレのタイル色

を連動させたこと、遊戯室にイベント用の移動キッチンを設け、照明制御を可能にしたことなども町民も加えた協働

の所産であろう。

平成24年から検討を行った「こども園基本計画書」に書かれた「こども園発信のまちづくり」は、設計ワークショッ

プ、施工ワークショップ、木構造見学会、完成見学会の参加者数をみても支持されている。わくわく園は、障がい児

も含めた５歳までの園児が裸足教育を通して触れ合い、助け合う場を表現する愛称だけでなく、町内の資源（人・森

林）と自然エネルギー（太陽光・地中熱・風）を活用したまちづくりも推し進める中核施設である。総園児数が想定

を超えていることは、安心して子育てができる環境が整い、町への移住・Ｕターンが促され、人口流出を抑え始めて

いるためであろう。

以上の点を踏まえ、平成29年度の北海道赤レンガ建築奨励賞を贈る。

□平成29年度北海道赤レンガ建築奨励賞 恵庭市生涯学習施設 かしわのもり
恵庭市生涯学習施設かしわのもりは、太古と開拓の歴史を育んだ柏木川と漁川に挟まれた柏地区の旧国道36号線

沿いの敷地に、地域の子供達の教育拠点となる図書館をという地域住民の願いにより創り出された建築である。10年

以上前からの子供達の学びの場づくりという住民活動は、恵庭市を巻込み、住民に親しまれた佐伯武道館の建替を含

んだコミュニティセンター＋寄贈本の貸出によるまちの図書室へと向かい、佐伯氏から「おとぎの国」づくりとして

土地提供も叶えた。計画段階から市と大学の研究室と住民が協働し、施設を横断する寄贈本が並ぶ100m本棚、親子

料理教室を行う会議室、高齢者団体が運営する緑のカフェ、プレイスペース、科学実験教室などのイベントを行うク

ラークルーム、事務室、武道館としてのスポーツ練習場の構成を生み出している。

敷地は南北に細長く、東に旧国道36号線、西に佐伯氏の庭園が接し不整形である。既存のサクラを残す春の庭、モ

ミジ・オンコ・ナナカマドを残す秋の庭を活かし、南北にノーベル賞の軸・北大の軸と東西に夏至の軸・冬至の軸を

設定し、各室のボリュームを結節させ、100m本棚で一体化させた空間構成は設計者の知的な腕力を感じさせる。東側

立面と西側立面の開口は、東西軸を活かしながら、採光・通風・視線を考慮したファサードのアクセントにもなって

いる。木造在来軸組工法を用いて台形の居室群を組み合わせ、本の規格をもとにした400mmモデュールで建築寸法

を決めたことにより、100m本棚に付属する遊具・収納棚などを含め全体に統一感を生んでいる。緑・黄・青系統のテー

マカラーは、各居室の本棚の背板に対応し、空間の分節をもたらしている。春の庭のサクラ、秋の庭のモミジ、柏地

区のシンボル柏の葉によるサインは、地域住民が四季折々、気軽に訪れ親しむのに相応しい装置といえる。

恵庭市は、約3000年前の漆製品を納めた合葬墓遺跡がある国史跡カリンバ遺跡と国重要文化財北海道カリンバ遺

跡墓坑出土品で注目されるだけでなく、「子ども読書の街」をめざした恵庭市立図書館で第５回（平成４年度）北海道

赤レンガ建築賞を、また、恵庭市黄金ふれあいセンターで第26回（平成25年度）北海道赤レンガ建築奨励賞を受賞

している。かしわのもりは、恵庭の長い歴史と住民の誠実な願いが結実した優れた建築である。

以上の点を踏まえ、平成29年度の北海道赤レンガ建築奨励賞を贈る。

北海道赤レンガ建築賞審査委員長 羽深 久夫（札幌市立大学デザイン学部 教授)



平成29年度

はじめに

公共建築物は、行政や教育・文化、医療・福

祉、研究など、さまざまな分野で、地域の産業

や人々の生活に密接な関わりを持ち、地域の活

性化や道民生活の向上、気候風土等と調和した

魅力あるまちづくりを推進する上で重要な役割

を果たしています。

道では、道内の建築を志す高校生の勉学の励

みとし、将来の建築技術者となる若年層の育成

を図るとともに、道民に愛され親しまれる施設

整備を進めるため、道内の建築系学科に在籍す

る高校生を対象に、夢のあるユニークなデザイ

ンを募集する「高校生建築デザインコンクール」

を平成８年度から実施しています。

平成12年度からは、公益社団法人日本建築家

協会北海道支部、一般社団法人北海道建築士事

務所協会、一般社団法人北海道建築士会との共

催事業となり、平成29年度で22回目の開催と

なります。

平成29年度開催のコンクールでは、砂川市の

北海道こどもの国の水景施設整備に伴い、新た

に利用者のための休憩所として整備を予定して

いる「四阿（あずまや）」を設計課題として募集

したところ、７校152名から108作品の応募が

ありました。

休憩施設は24名程度が休憩することを想定

し、ベンチやテーブルを配置し、車いすでも使

用できるよう、また水景施設で遊ぶ子どもを保

護者が見守れるよう配慮することなどを求めた

ところ、高校生らしい創造性にあふれた作品が

数多く寄せられました。

応募された皆様には、心からお礼申し上げます。

厳正な審査を経て、最優秀作品賞１作品、優

秀作品賞３作品、佳作４作品、特別賞２作品が

選定されました。受賞者の皆様、誠におめでと

うございます。

このコンクールに参加した皆様が公共建築物

について考え、作品製作の過程で学んだ経験は、

今後建築技術者として第一線で活躍される上で

貴重な財産になるものと期待しています。

高校生建築デザインコンクール

課題／「北海道子どもの国公園

水景(噴水)施設の利用者休憩所としての四阿」
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１

２

３

４

５

６

７

課題

「北海道子どもの国公園 水景（噴水）施設の利

用者休憩所としての四阿」

車いすの方が利用でき、水景（噴水）施設で遊

ぶ子供を保護者の方が見守れるよう設計してく

ださい。

応募資格

道内高等学校（建築系学科）に在籍する個人又

は３名以下のグループ

提出図面

JIS規格Ａ２判（420mm×594mm）横置き１枚

片面に下記の全ての図面を描く

⑴ 作品タイトル

⑵ 設計主旨

⑶ 配置図・平面図 1/300・1/50

⑷ 断面図 1/50

⑸ 立面図 1/50

⑹ スケッチ

⑺ 面積表

応募作品

152名から108作品の応募

入選作品

最優秀作品１作品・優秀作品３作品・佳作４作

品・特別賞２作品

経過

募集要項配付 平成29年５月26日

作 品 受 付 平成29年８月21日から

平成29年８月31日まで

選定委員会 平成29年９月７日

作 品 展 平成30年１月11日から

平成30年１月12日まで

選定委員

十河 昌司 (公益社団法人日本建築家協会北海

道支部 教育委員会教育委員長）

重網 博美 (一般社団法人北海道建築士事務所

協会 業務・技術委員会担当副会

長）

針ヶ谷拓己 (一般社団法人北海道建築士会 常

務理事・まちづくり委員長）

山本 明敏 (北海道教育庁学校教育局高校教育

課長）

服部 勝雄 (北海道建設部建築局建築整備課

長）

道内の建築を志す高校生の勉強の励みとし、将来の建築技術者となる若年層の育成と技

術向上に寄与することを目的として、平成８年度から「高校生建築デザインコンクール」

を実施しています。

道内の高等学校（建築系学科）に在籍する生徒から夢のあるユニークなアイデアを募集

するものです。

最優秀作品に選ばれた作品の提案主旨は、道において、設計に取り入れ道民に親しまれ

る施設となるよう建設を進めていきます。
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審 査 講 評

「高校生建築デザインコンクール」は、道内の建築

系学科の高等学校に在籍する生徒の皆様から、道が

整備する公共建築物のデザインについて、高校生ら

しい夢のあるユニークなアイデアを広く募集すると

ともに優れた作品を表彰しているものです。

今年度は、砂川市の北海道子どもの国に利用者の

ための休憩施設として整備を予定している「四阿」

を設計課題としたところ、108作品という例年より

多い作品の応募がありました。今年度も多くの関係

者のご協力により、高校生建築デザインコンクール

を盛会に進めることができました。

選定委員を代表して、関係者の皆様にお礼を申し

上げます。

応募作品は、水景施設と連携したデザインで四阿

を利用する子ども達の遊び心をくすぐりそうな魅力

ある作品や高校生らしい若々しい発想による外観の

デザイン、構造など工夫された設計の提案が数多く

見られました。何より、多くの作品から子どもの国

で遊ぶ親子連れが四阿でくつろいでほしいという思

いが伝わってきました。

応募のあった作品については、「高校生らしい若々

しさと創造性にあふれているか」「設計のコンセプト

やデザインに魅力があるか」「立地条件を活かしてい

るか」「実施設計に反映させ得るデザインであるか」

といった観点から厳正に審査を行い、最優秀作品１

作品、優秀作品３作品、佳作４作品、特別賞２作品

を選定いたしました。

このほか、惜しくも入賞されなかった作品の中に

も、高校生らしい創造性にあふれたデザイン提案が

数多くありました。

このコンクールへ参加したことにより、さらに建

築に対する関心を高め、建築技術を学ぶ皆様の学習

意欲の高揚や将来の建築関連分野への進路選択にも

つながることを期待しております。

今回、ご応募いただきました皆様のこれからのご

活躍をお祈りし、審査総評とさせて頂きます。

平成29年度高校生建築デザインコンクール選定委員会

委員長 北海道建設部建築局建築整備課長 服部 勝雄
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最優秀作品賞（１作品)

田村 祐太（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

菅原 拓（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

澤田 元輝（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

優秀作品賞（３作品)

髙杉 后（北海道苫小牧工業高等学校定時制 ２年)

津田 美沙（北海道苫小牧工業高等学校定時制 ２年)

武藤 烈紀（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

佐藤 柊太（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

千葉 天音（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

横内 美紀（北海道函館工業高等学校 ３年)

佳 作（４作品)

工藤 葵（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

袖山 龍（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

枝松 大夢（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

江良 友希（北海道函館工業高等学校 ３年)

阿部 祐也（北海道留萌千望高等学校 ３年)

特 別 賞（２作品)

後藤 克之（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

高田 祐希（北海道苫小牧工業高等学校 ３年)

平成29年度 高校生建築デザインコンクール入賞者一覧



最優秀

作品賞

入 賞 作 品

北海道苫小牧工業高等学校

田村 祐太（３年）

菅原 拓（３年）

澤田 元輝（３年）

作品名 「Wood Arch」
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設計趣旨
今回のテーマは公園の四阿なので、子供が遊べるような四阿を目指しました。

この四阿は遊具になるような四阿になるように作ったので、子供が屋根に登って遊べる環境をイメージしました。

一般的に柱と屋根だけの簡素な造りの多い四阿ですが、遊具と融合させることで小さな子でも四阿を大いに楽しむ

ことができます。

曲線で構成されているので軽やかでありながらも静かにたたずむため、オブジェのような存在感を生み出してい

ます。

また、敷地に水場や芝生、木をランダムに配置することで、色々な場を生み出し公園全体に遊ぶ場や休憩の場を

多数計画しました。

これらの計画により、様々な家族が思い思いの場所で楽しむことができる公園にしました。

審査講評
水景施設と公園利用の条件をよく理解し、ユニバーサルデザインにも配慮された魅力ある提案である。

池を囲むように地面から屋根が立ち上がりアーチを描いて噴水や周囲との一体感があり、オブジェとしての外観

やエリア全体の構成が高く評価された。



優 秀

作品賞

優 秀

作品賞

髙杉 后（２年）

津田 美沙（２年）

北海道苫小牧工業高等学校定時制
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設計趣旨
今回、休憩所としての四阿を設計するにあたって私たちが最初に考えた事は、子供の国公園内に建つということ

と、噴水の近くにあるので、水辺に関係したものをモチーフにみんなの印象に残るような仕掛けを取り入れた建物
を考えようと思いました。
そこで、鑑賞池に浮かぶ蓮を噴水に浮かんでいるような建物がいいのではないかと考えました。そして、それは

緩やかに高さのある鑑賞池から眺めるとその光景が見ることが出来、実際の鑑賞池の蓮に溶け込んだ風景となるの
ではないかと考えました。
そして、この四阿は構造体自体がベンチとなっています。また、３つのテーブルは各々高低差をつける事でも四

阿での面白さも設計してみました。

審査講評
噴水との関連付けが美しく、屋根の形状やベンチに変化があり、斬新なデザインが評価された。

横内 美紀（３年）

北海道函館工業高等学校

設計趣旨
水に浮かぶ蓮をテーマに設計しました。蓮の葉の形をイメージした建物を４つつなげて、一つの四阿にしました。

屋根や家具なども蓮をイメージしてデザインしました。
屋根を斜めにして、さらに、南側にすだれを設けることで、日影をなるべく多く確保できるようにしました。夏

の暑い日でも涼しく快適に過ごせると思います。
北側には、柵などの視界を遮るものをなるべく置かないようにしました。噴水の様子をよく見ることができると

思います。
暑い日でも、噴水と共にこの四阿を利用して快適に楽しく過ごしてほしいです。

審査講評
蓮の葉の屋根の高さを変えて四阿を独立させ、アクセントを持たせた質の高いデザインが評価された。

作品名 「蓮の四阿」

作品名 「Lotus of Pavilion」



佳 作

優 秀

作品賞
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江良 友希（３年）

北海道函館工業高等学校

設計趣旨
この「四葉」は家族や友人などが楽しく過ごすことのできる四阿です。
四つの葉をイメージしたこの建物は。家族の落ち着いたプライベートな時間を確保するために、各棟の高さを少

しずつ変えました。また、高さを変えたことで噴水で遊ぶ子ども達を見守りやすくなっています。
足の不自由な人や高齢者の方々のためにスロープを設け、様々な人達が利用できるようにしました。
柱などの木材は明るい色を取り入れ、建物全体を明るい雰囲気にしました。
四つの葉はそれぞれで見える景色が違うので色々な景色が楽しめます。
家族や友人が寄り添うことのできる憩いの場を目指しました。

審査講評
４つの独立した四阿と円路の組み合わせは建物に広がりを与え、また四葉に高低差をつけ、その外周にスロープ

をまわすという工夫が評価された。

武藤 烈紀（３年）

佐藤 柊太（３年）

千葉 天音（３年）

北海道苫小牧工業高等学校

設計趣旨
この建物は中心に木を植えることによって、自然との一体化をイメージして設計しました。
中心の木の周りにベンチを設けることによって360°子供を見守ることができ、子供の安全を確保しつつ子供と親

が安心して休めるスペースになるように考えました。さらにテーブルとベンチの位置を三ヶ所すべて違うところに
配置することより、いろいろな景色を楽しむことができるようにしました。
木をたくさん配置することによって四阿をより自然と一体化できるようにしました。さらに四阿への道を複数設

けることで車椅子を使用する人でも移動しやすくなるようにしました。
噴水以外に滑り台とブランコを設けることで子供が飽きずに楽しめるようにしまた。

審査講評
四阿の中に木を植えるというアイディアや中央の屋根をくり抜いた樹木を中心にやや低い屋根の四阿がかろやか

で美しいデザインが評価された。

作品名 「自然体～Nature Unison～」

作品名 「四葉～四つの憩いの葉～」



佳 作

佳 作
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工藤 葵（３年）

北海道苫小牧工業高等学校

設計趣旨
川・池・湖などの水辺をイメージして、蓮の葉をモチーフに設計しました。

大きさの違う蓮の葉が、くっついて重なったり離れたり、水の上に気持ちよさそうに浮かんでいます。

「葉っぱの公園」として親しみやすく、雨の日にカエルも雨宿りしそうなデザインにしました。葉っぱの屋根がつ

くり出す影は演出装置、時間と共にそのかたちを変えてくれます。

一番の主役は子どもたち。葉っぱの日陰で少し休憩したら、また元気いっぱい遊びのつづきへ。

審査講評
蓮の葉の形状を上手に使ったデザインで、若々しさが感じられることが評価された。

阿部 裕也（３年）

北海道留萌千望高等学校

設計趣旨
私は今回四阿を設計するにあたって、何かと何かを融合させた建築物を作りたいと思いました。
500×600の四角形を基本とし、それを積み重ねるような形にしました。今回の作品は洞窟の凹凸した天井を木の

四角形の配置を変えることで表現しました。洞窟は入るにあたってわくわくするようなものであり、そのわくわく
感をこの四阿でも感じてもらいたいと思いました。
500×600の四角形という単純な形状を組み合わせることで、動きのある立断面を表現することができました。

このwoodcraft を利用してくれる人たちに、木で建築物を作り形を工夫することで色々な姿を見せることがで
きる建築のすばらしさを知ってもらえたら良いと思います。

審査講評
四角形のグリッドを立体的に組み合わせ、様々なリズムを生み出している独創的なデザインが評価された。

作品名 「hotori」

作品名 「woodcraft」



佳 作

特別賞
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袖山 龍（３年）

枝松 大夢（３年）

北海道苫小牧工業高等学校

設計趣旨
私たちが設計した四阿はすべての人に快適で楽しめるようにこだわりました。
まず、一つ目は、四阿にスロープを作り四阿の上に上がれるようにしました。四阿の上に上がると噴水の音符の

模様や敷地に広がる自然を一望することができます。また、スロープを上がる道の周りを木で囲み柔らかい雰囲気
を作りました。
二つ目は、四阿から噴水を眺められる位置に置きました。そのため水遊びをしている子どもに危険がないように

見守ることができます。
三つ目は、四阿の下の椅子や机の配置を考えました。全員が椅子に座っても全員が噴水を眺められるように計算

し配置しました。
四つ目は、人が通るところに段差をなくしすべての人が使いやすいユニバーサルデザインにしたことです。

審査講評
円形平面の中心部レイアウトがきれいにまとまっている。外周のスロープの発想が評価された。

後藤 克之（３年）

北海道苫小牧工業高等学校

設計趣旨
この建物は、保護者が水で遊ぶ子どもたちを見守りやすいように噴水の真ん中にもってきました。
噴水の水を汲み上げて、真ん中にあるガラスの筒を通り屋根の上に持っていき、その水を７方向に流れ落ちるよ

うにしました。水が角から落ちるようにしたので子どもたちが遊べるようになっています。
また、屋根の一部をガラス張りにすることで光が水を透過して入ってくるので光が柔らかくなり、入ってきた光

が床に水の影を写して視覚的に涼しさを感じます。
水を屋根に流しているので熱が下がって涼しく過ごしやすくなっています。屋根から落ちる水を限定しているの

で、水を通して見たり何もないところから見たりできます。

審査講評
中心がガラスになっていることで、夏は冷却効果が期待できる。涼を感じる作品であり、四阿を噴水に置くとい

う発想が評価された。

作品名 「Vivace」

作品名 「噴水の四阿」
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高田 祐希（３年）

北海道苫小牧工業高等学校

設計趣旨
水の波紋や雫をイメージして曲線を用いた建築としました。
大きなオーバルの屋根の下に波紋と波紋がぶつかり重なり合うようなベンチをつくり、ベンチの曲線に合わせて

設置した木のルーバーは、差し込む光を和らげると共に、格子状の影をつくり出します。
また、柱と一体化したテーブルは、水に浮かぶ蓮の葉、子供たちが親しみを持てるデザインとしました。屋根か

ら飛び出した２つの突起は、風を呼び込む装置として涼しさを届けてくれます。
水辺で遊ぶ子共たち、原っぱで元気に走る子共たちを優しく見守ることのできる、たまりの空間になって欲しい

と思います。

審査講評
円筒が風を呼び込み、環境に配慮している。円形をうまく使ったユニークなデザインが評価された。

作品名 「ripple」

平成29年度高校生建築デザインコンクール応募者名簿
北海道札幌工業高等学校

●川端 賢人［３年］

北海道小樽工業高等学校
●明石 涼馬［３年］

●大高 隼人［３年］

●小熊 健太［３年］

●小原ほのか［３年］

●金田 優花［３年］

●木村 凜［３年］

●木元 宥輝［３年］

●小林 亮太［３年］

●櫻井 楓［３年］

●佐々木要人［３年］

●佐藤 翔太［３年］

●佐藤 晴海［３年］

●嶋田 優希［３年］

●白岩 孝汰［３年］

●須貝 龍哉［３年］

●鈴木 優斗［３年］

●田中 浩堅［３年］

●中村 美慧［３年］

●中谷 唯人［３年］

●本間 士温［３年］

●山口 拓人［３年］

●山田 龍二［３年］

●小間 拓海［３年］

田中 蒼［３年］

２名グループ

●本間 浩暉［３年］

寺戸 友唯［３年］

２名グループ

●野呂 みう［２年］

滝澤実由希［２年］

２名グループ

●三上 晏弘［２年］

韮澤 一弥［２年］

２名グループ

●竹田 一輝［２年］

平野 温人［２年］

２名グループ

●市川 青空［２年］

石黒 竜也［２年］

２名グループ

●喜多 策也［２年］

小野 龍介［２年］

２名グループ

●本間 未悠［２年］

佐藤 亜紗［２年］

２名グループ

●爰地 芽依［２年］

坂本奈々美［２年］

齊 麗奈［２年］

３名グループ

●徳保 光［２年］

熊川蒼一朗［２年］

嶋津 綾［２年］

３名グループ

●中川 涼音［２年］

芳賀友里亜［２年］

松原小都里［２年］

３名グループ

●大隅冴太朗［２年］

相原 悠希［２年］

佐藤 友哉［２年］

３名グループ

北海道苫小牧工業高等学校
●袖山 龍［３年］

枝松 大夢［３年］

２名グループ

●田村 祐太［３年］

菅原 拓［３年］

澤田 元輝［３年］

３名グループ

●永井 拓武［３年］

田中 諒［３年］

丸山 龍一［３年］

３名グループ

●福田 晋作［３年］

𠮷田 海流［３年］

吉村 玲［３年］

３名グループ

●武藤 烈紀［３年］

佐藤 柊太［３年］

千葉 天音［３年］

３名グループ

●小山 祐介［３年］

青木 大心［３年］

相澤 一寿［３年］

３名グループ

●和田 亮冶［３年］

太田 隼輔［３年］

須藤 百萌［３年］

３名グループ

●佐々木辰也［３年］

佐藤 彗伍［３年］

菅原 光夢［３年］

３名グループ

●舟山 彩音［３年］

湯沢 空也［３年］

渡邉 崇仁［３年］

３名グループ

●高橋 祐太［３年］

千葉 士吹［３年］

引田 智也［３年］

３名グループ

●山下 耀［３年］

野沢 龍臣［３年］

２名グループ

●野田 海力［３年］

盤木 茜里［３年］

２名グループ

●工藤 葵［３年］

●板垣 政則［３年］

髙橋 和真［３年］

庄野 純輝［３年］

３名グループ

●後藤 克之［３年］

●高田 祐希［３年］

北海道苫小牧工業高等学校定時制
●及川このみ［４年］

●髙杉 后［２年］

津田 美沙［２年］

２名グループ

●佐藤 輩人［２年］

清水 広行［２年］

２名グループ

北海道函館工業高等学校
●穴田 香帆［３年］

●泉 陽子［３年］

●江良 友希［３年］

●川﨑 月［３年］

●工藤 由貴［３年］

●小林 未空［３年］

●佐々木怜奈［３年］

●佐藤 文香［３年］

●菅原 安佑［３年］

●髙橋 彩友［３年］

●花坂 亮太［３年］

●本間 悠矢［３年］

●松倉 綾人［３年］

●山田 琢流［３年］

●横内 美紀［３年］

●横内 里帆［３年］

●吉田 琳音［３年］

●米田 圭杜［３年］

●東 若菜［２年］

●伊山月秋乃［２年］

●菊池 奨真［２年］

●紺谷 匡乃［２年］

●佐々木愛可［２年］

●佐々木塔子［２年］

●佐々木楓華［２年］

●佐藤万菜保［２年］

●谷藤 らな［２年］

●千葉奈々子［２年］

●中川詩生里［２年］

●中元 萌衣［２年］

●野村 多究［２年］

●藤広 瀬奈［２年］

●三浦茉奈果［２年］

●三浦未智花［２年］

●山本絵里佳［２年］

北海道旭川工業高等学校
●高松 奈菜［３年］ ●板垣 利来［３年］

北海道留萌千望高等学校
●青山 直生［３年］

●阿部 祐也［３年］

●伊藤 竜生［３年］

●宇治創一朗［３年］

●尾泉 雅也［３年］

●神部 祐嗣［３年］

●清島亜斗武［３年］

●工藤翔太郎［３年］

●里深 慶也［３年］

●丹野 拓弥［３年］

●坪田 悠輔［３年］

●飛島 颯斗［３年］

●本間 楓［３年］

●毛内 輝［３年］

●横内 大輝［３年］

北海道帯広工業高等学校
●小坂 友星［３年］

松橋 冴英［３年］

諏訪 光平［３年］

３名グループ

●安部 凌［３年］

浅野 太豪［３年］

２名グループ

学校名

北海道札幌工業高等学校

北海道小樽工業高等学校

計

応募作品数 参加人数

1 1

34 50

108 152

北海道苫小牧工業高等学校
(全日制・定時制)

北海道函館工業高等学校

19 44

35 35

北海道旭川工業高等学校

北海道留萌千望高等学校

2 2

15 15

北海道帯広工業高等学校 2 5
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建築士事務所全国大会は、建築士事務所が一堂に会し、建築設計監理業の公共性と社会的役割に対する意

識の高揚を図り、以て建築士事務所の業務の進捗改善に努め、社会の期待に応えるより良い環境づくりに積

極的に貢献することを目的として毎年度、開催されている。今年は、東京都で行われ、昭和51年に開催され

た第１回目から数えて42回目を迎えた。大会は、「未来に繫ぐ」をテーマに帝国ホテルで開催された。この

テーマは、2020年に開催が予定されているオリンピックに向けた、またそれ以降の都市構造が変わるような

大規模都市開発が続く東京で、新たな設計プロセスへの移行や、次世代への継承、建築士事務所が何を目指

すべきかを考えていこうという趣旨から定められたもの。大会では、式典に先立ち、「建築が変わる／仕事が

変わる」をテーマに青木繁氏の講演及び家入龍太氏をコーディネーターに迎え、青木茂氏、石澤宰氏、小林

範子氏による同テーマでのパネルディスカッションが行われた。また、大会式典では、石井啓一国土交通大

臣、額賀福志郎衆議院議員（自由民主党建築設計議員連盟会長）をはじめ、多くの来賓者からの祝辞をいた

だくとともに日事連建築賞、年次功労者の表彰式が行われた。北海道会からは、庄司会長ほか27名の会員が

参加し、㈱竹中工務店北海道一級建築士事務所が設計した「祈りの家 天心聖教函館礼拝堂」が日事連会長

賞(小規模建築部門)を受賞し、また、日事連功労者には留萌支部の前支部長高田潔氏が受賞した。大会では、

「私たち建築事務所は、これからの時代に備えた広い視野に立ち、建築界を取巻く社会情勢の変化に力強く向

きあい、互いに連携し社会への責任を果たします。働き方と生産性を改革し建築士事務所の承継に努め、最

先端技術を活用し知識・技術・創造性を高め、これからの社会の発展に貢献することを宣言します。」という

大会宣言が満場一致で採択された。全国大会終了後のパーティでは、全国から集まった約900名の会員によ

る記念パーティが行われ盛会に終了した。なお、来年の福島大会より、全国大会は通年地方開催に戻り、福

島大会では、「七転び・八起き～福島からのメッセージ～」を大会テーマとして開催される予定となっている。



■

■
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全国大会のあゆみ

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第10回

東京 京都 栃木 広島 山形 神奈川 大阪 北海道 福岡 愛知

第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回 第19回 第20回

宮城 東京 岡山 沖縄 兵庫 秋田 石川 長野 鹿児島 香川

第21回 第22回 第23回 第24回 第25回 第26回 第27回 第28回 第29回 第30回

滋賀 岩手 静岡 千葉 長崎 山口 北海道 奈良 富山 埼玉

第31回 第32回 第33回 第34回 第35回 第36回 第37回 第38回 第39回 第40回

東京 大分 東京 愛媛 東京 東京 三重 東京 茨木 東京

第41回 第42回

和歌山 東京

日事連会長賞（小規模建築部門) 祈りの家 天心聖教函館礼拝堂

竹中工務店北海道一級建築士事務所

平成30年度 日事連功労者表彰受賞者 留萌支部 高田 潔氏

青年話
わ
創会2018東京開催～未来へつなげよう 青年の輪～

日事連では、平成28年より全国大会に併せて、これからの建築士事務所をどのように経営していくのかを

若い世代で考えてもらうため「青年話
わ
創会」を開催している。今年は、この話創会も３回目の開催を迎える

こととなり、建築士事務所全国大会が行われた平成30年10月５日㈮の10時から13時まで、TKP新橋カン

ファレスセンターで全国から若い会員約150名が参加し、「未来へつなげよう 青年の輪」をテーマに活発な

意見交換が行われた。なお、北海道会からは、青年委員会副委員長の岡田幸生氏（札幌支部）と同じく青年

委員会委員の石井孝行氏（釧路支部）の２名が参加した。



■
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建設地：函館市
用 途：教会
構 造：RC造
階 数：地上２階
面 積：敷地面積／4,325.35m

建築面積／924.86m 延面積／902.16m

日事連建築賞

日事連会長賞（小規模建築部門）

祈りの家 天心聖教函館礼拝堂

㈱竹中工務店北海道一級建築士事務所（札幌支部）



○地震発生

平成30年９月６日㈭未明、不思議なことに突然目が覚めた。そのとたんに激しい揺れ。本棚から

崩れ落ちる本。今まで経験したことのない激しい揺れ。隣の部屋で猫と寝ている妻に声をかけた。

「猫は大丈夫か？」と。これに対し、妻は「猫はどこかへすっ飛んでいった。」と答えた。いったい

何が起きたのか？ 猫は窓際の奥で、ブルブルと震え、抱きかかえると心臓の激しい鼓動が手に伝

わる。命の危険を感じた猫。この地震は、それほどの揺れであった。

そして、ほどなく停電。それが北海道の夜が暗闇に覆われるブラックアウトの始まりとは、その

時はわからなかった。

○地震と(一社)北海道建築士事務所協会

停電も解消し、地震発生の翌週から平常営業が始まった。しかし……ジリジリーン 「はい、北

海道建築士事務所協会です。」「今回の地震で家の壁にクラックがはいった、お宅の協会から、誰か

建築士が見に来てくれない？」そんな電話が一日に何本も入る。マスコミからも見解を求められる

電話が入る。答えられるものなら、答えたいし、相談にものりたい。しかし、自分は建築士じゃな

い

○(一社)北海道建築士事務所協会の目的

定款より抜粋

（目的）

第３条 本会は、北海道の地域において、建築士法（昭和25年法律第202号）第27条の２に基づ

く団体（以下「法定団体」という。）として、建築士事務所の業務の適正な運営と健全な発展及び

建築士事務所の開設者に設計等を委託する建築主の利益の保護を図り、もって建築文化の向上と

公共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

○地震による被害建物の相談窓口設置

当協会の活動理念は、「社会」「建築界」そして「会員」に役立つこと。建物被害にあった人達は、

建築士を頼りにしている。まず、動こう を合い言葉に次のとおり相談会を開設した。
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平成30年北海道胆振東部地震の発生に伴う

(一社)北海道建築士事務所協会の活動



□被害建物に関する相談窓口（北海道建築士事務所協会主催)

・日時 ９月28日㈮、29日㈯（２日間）相談時間 10時～16時

・会場 里塚・美しが丘地区センター（札幌市清田区里塚２条５丁目１-１）

・相談対応者（２人一組×３組と木造耐震関係にて対応）

・以上［札幌支部］

・相談件数 28日㈮22件 29日㈯39件 計61件

28日㈮ 事務局：中川局長（本部）、山田局長（札幌支部）

１グループ 庄司 雅美（㈱ホクテイ建築事務所） 澤田 貞和（㈱日本工房）

２グループ 柳舘 直人（㈱ドーコン） 酒井 隆幸（㈱unica）

３グループ 相良 敬治（㈱さがら設計事務所） 菊地 義紀（㈱ノース建築設計）

木造耐震関係 奈良 謙伸（㈲奈良建築環境設計室）

29日㈯ 事務局：中川局長・小山次長（本部）、山田局長（札幌支部）

１グループ 川幡 宏一（㈱総合開発設計） 河村 和義（㈱アトリエＫ）

２グループ 中島 勉（㈱中島設計コンサルタント） 菊地 義紀（㈱ノース建築設計）

３グループ 相良 敬治（㈱さがら設計事務所） 田所 裕司（㈱アクティ建築設計）

木造耐震関係 中島 正晴（㈲中島建築設計事務所） 奈良 顕子（㈲奈良建築環境設計室）
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□被害建物に関する相談窓口（北海道建築士事務所協会主催)

・日時 10月13日㈯ 相談時間 10時～16時

・会場 札幌エルプラザ ３階「多目的室」（札幌市北区北８条西３丁目）

・相談対応者（２人一組×４組にて対応）

・以上［札幌支部］

・事務局：中川局長（本部）、山田局長（札幌支部）

・相談件数 23件

午前 午後

田所 裕司（㈱アクティ建築設計） 菊地 義紀（㈱ノース建築設計）
１グループ

奈良 謙伸（㈲奈良建築環境設計室） 中島 勉（㈱中島設計コンサルタント）

山本 明惠（恵和建築設計事務所)
２グループ

河村 和義（㈱アトリエＫ） 澤田 貞和（㈱日本工房）

中島 正晴（㈲中島建築設計事務所)
３グループ

奈良 顕子（㈲奈良建築環境設計室） 酒井 隆幸（㈱unica）

岡田 幸生（㈱岡田設計） 柳舘 直人（㈱ドーコン）
４グループ

鉄川 大（㈱鉄川建築設計事務所） 相良 敬治（㈱さがら設計事務所）
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□現地相談会（住宅復旧・再建支援連絡会議)

・日時 10月19日㈮～30日㈫（６日間）相談時間 13時～16時

・会場 むかわ町穂別、安平町追分、安平町早来

・相談対応者（２人一組以上にて対応）

□日曜相談窓口（札幌市主催)

・日時 10月28日㈰～（５日間）相談時間 12時～15時

・会場 札幌市清田区役所

・相談対応者（２人一組にて対応）

・以上［札幌支部］

10/19

むかわ町穂別

川幡 宏一（㈱総合開発設計）

［札幌支部］

本田不二夫（㈲本田建築事務所）

［苫小牧支部］

10/21

安平町早来

中島 勉（㈱中島設計コンサルタント）

［札幌支部］

田所 裕司（㈱アクティ建築設計）

［札幌支部］

10/21

安平町追分

神田 進（王子不動産㈱北海道支店）

［苫小牧支部］

木原 宗孝（エーシー企画）

［日高支部］

菊地 峰生（㈱ヤマト建設設計事務所）

［日高支部］10/23

安平町早来 加藤 優次（加藤優次建築士事務所）

［苫小牧支部］

10/26

むかわ町穂別

荒川 正明（㈱カンシャス）

［苫小牧支部］

今成 宏道（㈲画建築設計）

［苫小牧支部］

10/28

安平町早来

上野 正徳（王子不動産㈱北海道支店）

［苫小牧支部］

上神田清巳（㈲上神田構造設計事務所）

［苫小牧支部］

10/28

安平町追分

中島 勉（㈱中島設計コンサルタント）

［札幌支部］

奈良 謙伸（㈲奈良建築環境設計室）

［札幌支部］

10/30

安平町早来

鉄川 大（㈱鉄川建築設計事務所）

［札幌支部］

奈良 謙伸（㈲奈良建築環境設計室）

［札幌支部］

10/28 柳舘 直人（㈱ドーコン） 田所 裕司（㈱アクティ建築設計）

11/４ 奈良 謙伸（㈲奈良建築環境設計室） 酒井 隆幸（㈱unica）

11/18 庄司 雅美（㈱ホクテイ建築事務所） 相良 敬治（㈱さがら設計事務所）

12/２ 奈良 謙伸（㈲奈良建築環境設計室） 中島 正晴（㈲中島建築設計事務所）

12/16 河村 和義（㈱アトリエＫ） 菊地 義紀（㈱ノース建築設計）
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□現地調査（北海道建築士事務所協会主催)

・日時 10月29日㈪～11月２日㈮（５日間）一日３件程度調査

・場所 被害建物に関する相談窓口で相談を受けた現地調査希望者宅

札幌市清田区（真栄・里塚・美しが丘・清田）、札幌市西区宮の沢、札幌市手稲区前田

・調査対応者（２人一組にて対応）

・以上［札幌支部］

・調査件数 14件

□被害認定調査等支援業務（札幌市：業務委託)

・11月９日入札（翌週契約予定）

・り災証明書の調査（４次調査において固定資産税課職員に同行し技術的なアドバイス支援）

□北海道教育庁公立学校施設災害復旧事業（北海道教育庁：業務委託)

・調整中（17件）

○ 義捐金について

平成30年北海道胆振東部地震では、一般社団法人日本建築士事務所連合会や各県建築士事務所協

会から以下のとおり義捐金が寄せられました。皆様の温かい支援に感謝します。

・一般社団法人日本建築士事務所協会連合会 1,000,000円

・一般社団法人福岡県建築士事務所協会 300,000円

・一般社団法人大阪府建築士事務所協会 100,000円

・一般社団法人兵庫県建築士事務所協会 100,000円

・建築士事務所協会北海道・東北ブロック 300,000円

・建築士事務所協会近畿ブロック 100,000円

・一般社団法人熊本県建築士事務所協会 300,000円

計 2,200,000円

10/29 柳舘 直人（㈱ドーコン） 田所 裕司（㈱アクティ建築設計）

10/30 岡田 幸生（㈱岡田設計） 澤田 貞和（㈱日本工房）

10/31 澤田 貞和（㈱日本工房） 庄司 雅美（㈱ホクテイ建築事務所）

11/１ 遠田 雅宏（㈱浅井建築設計事務所） 菊地 義紀（㈱ノース建築設計）

11/２ 相良 敬治（㈱さがら設計事務所） 中島 正晴（㈲中島建築設計事務所）
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栄誉を称えて

本年度、以下のとおり、当協会の会員の方々がそれぞれ賞を受賞されました。この受賞は、受賞された方々

がいずれも経営者として、また、業界の優れた指導者として、建築業界の発展や地域社会の振興に努力され

てきたことが認められたもので、私たち会員にとって大変喜ばしいことです。受賞された皆様、誠におめで

とうございます。

○ 大臣表彰

国土交通大臣表彰

松見 修二 氏（函館支部）

株式会社北匠建築設計事務所代表取締役

一般社団法人北海道建築士事務所協会副会長・函館支部長

○ 日事連表彰

日事連年次功労者表彰

高田 潔 氏（留萌支部）

株式会社高田建築設計事務所代表取締役

前留萌支部長

○ 協会表彰

永年勤続等表彰

山崎 宏 氏（根室支部）

みどり建工株式会社取締役

根室支部理事

原田 潤一 氏（根室支部）

有限会社斎藤組代表取締役

根室支部理事
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支 部 創 立 寄 稿

会員の皆様、こんにちは。今年度から、８年間勤められた川幡前支部長の後を継ぎ札幌支部長を仰

せつかっております柳舘と申します。日頃、札幌支部の活動にご理解、ご協力をいただき誠にありが

とうございます。御礼を申し上げると共に改めて宜しくお願い申し上げます。

先ずは、この度の北海道胆振東部地震で被害に遭われた方々に札幌支部として心からお見舞いを申

し上げます。協会としても被害に遭われた方向けの建築相談会開催や相談窓口を設けるなど、復旧へ

のできるだけのご支援をさせていただいております。

東日本大震災以来、地震や台風、豪雨、伴う家屋損壊、洪水や土砂災害など近年経験したことのな

い規模の自然災害が続いております。北海道も過去

最悪の震度７を経験しました。大きな災害や事故の

都度、法が改正され建物の安全化、耐震化が進められ

ておりますが、上部構造だけでなく地盤も含めた一

体の安全化、耐震化、また地域全体のセーフティネッ

トの構築が求められます。より安全安心な建物施設、

インフラの整備が求められることとなります。増々

建築士、建築士事務所および協会に求められる期待

と責任が大きくなると考えられます。期待、信頼に応

えるべく行動が必要です。

札幌支部は今年度、皆様のおかげで創立40周年を

迎えました。本部との一体の期間があったため、他の

支部より少し若い支部でございます。平成30年10

月末現在、正会員425社、賛助会員125社の会員数で

す。15委員会、３専門部会の構成で理事は30名です。

今年度、７人の新理事を迎え年齢も多少若返ってお

ります。世のため人のため、会員各社、会員各人のお

役に立つよう心がけ、少しでも多くの会員の方々と

コミュニケーションがとれることを一つの目標とし

て活動しております。

この40年の間に不動産、建設バブル、その崩壊、

特に北海道で長く続いた建設不況、構造偽装等、我々

建築士事務所協会を取り巻く環境が大きく揺さぶら

れ、変化し、そのたびに会員を問わず、多くの会社が

多難な事務所経営を強いられ、建築士の信頼回復と

相まって多くの難題に向かっては都度乗り越えて来
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お陰様で札幌支部40周年になります

札幌支部長 柳舘 直人

功労者表彰

記念式典（川幡前支部長挨拶）



られました。

ここにきて他の業界同様に人手不足、技術者不足になってきております。特に若手です。一級建築

士の６割が50歳以上というデータがあります。少子高齢化と、やむを得ない事情があるとはいえ、将

来に向けて若い建築士の導入と育成は協会に課せられた大きな課題です。

札幌支部でも青年委員会を中心とした若手建築士の座談会、旭川支部に習った小学生を対象にした

お菓子の家づくりコンテスト、積極的な生徒、学生のインターンシップの受け入れ、一級建築士試験

対策講習会など色々と〝若い"をキーワードに取り組んでおります。建築士事務所の仕事は安心な日

常生活の提供や北海道強靱化の創造に重要な役割を担います。近年は従来より進んだ省エネルギー、

環境配慮技術の導入や建て替えだけでなくリノベーション、コンバージョンなど多様な技術を駆使し

てマネージメントするコンサルタント業務も建築士事務所に求められるようになっています。

札幌支部各委員会では住宅設計、統括設計、構造設計、設備設計の各分野ごとの会員向けに設計仕

様書の整備、また、定期報告、定期講習に加えて構造技術者向け技術セミナー、設備、省エネ講習会

なども開催しております。今回の地震を受けて、木造住宅耐震関連業務も増加しております。内外を

問わず新建築を観て回るなどの技術研修会、会員同士の交流ゴルフ会、ボーリング大会を開催。賛助

会員の皆様の力を借りた新技術建築フォーラムは毎年およそ300名の出席を得て盛大に開催してお

ります。設計者と施工者、メーカーの方々との良いコミュニケーションづくり、情報収集、技術研鑽、

人脈形成等の場として定着しております。会報誌ブラウズを通して毎月、支部会員に活動状況を報告

しております。40年の歴史の過程を経て、改めて現在の札幌支部活動の一端をご紹介しました。会員

の皆様の協会活動へのより積極的な参加をお願い申し上げます。

これからも19各支部と連携をとらせていただき、会員相互のコミュニケーションづくり、新しい建

築関連情報・技術等の提供、行政への必要

な働きかけ等、活発に活動してまいりたい

と考えております。会員皆様のご意見もお

寄せいただき、会員増強と合わせて、増々

ご支援ご協力いただきますようお願い申

し上げます。

結びに、この40年間、当協会および札幌

支部の発展にご尽力いただいた多くの皆

様に感謝と御礼を申し上げますと共に札

幌支部50年に向けて当協会が増々発展す

るよう努力してまいります。皆様のご支

援、ご指導、ご協力の程、重ねて宜しくお

願い申し上げます。
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支 部 創 立 寄 稿

昭和42年８月12日、小南武一氏（小南設計創設者）を初代支部長に17社の会員をもって創立されて以来、平成29

年には創立50年を経過するに至りました。創立当初の名称は建築設計監理協会と称され、こ

の２年後に設計専業の函館建築設計監理事業協同組合が７名の組合員で発足しました。

当時、略称で設監協会と設監組合、どちらの組織も行政の誘導的指導の基に創設された経

緯があり、函館支部では実に紛らわしい名称であったことは否めません。小南支部長の在任

は42年から51年までの10年、本部副会長を担当しました。この10年で会員数は29社とな

りましたが会員構成に問題点として専業と兼業の区分の無いことに違和感があった様です。

昭和51年小南武一氏が逝去され、藤原千代勝氏（北匠建築設計事務所創設者）が支部長の

任を受けました。この年代には北海道の指定団体を受け建築士事務所登録に関する講習会、

特殊建築物定期報告書の受付業務等、法定団体として認定される助走期にあったと思われま

す。

昭和62年10月23日、64社の会員で函館支部創立20周年記念祝賀会が執り行われ、記念

事業として、南北海道で消えつつある古建築を「歴史と風土が生んだ遺産」として後生への

記録として調査を開始しました。この事業は実に５年の歳月を掛け平成４年に編纂を終え、

函館支部創立25周年に記念発刊して各方面に寄贈しました。

ここで。「渡島の古建築」大武実行委員長の編集後記を紹介します。

社団法人北海道建築士事務所協会函館支部が創立20周年の記念事業として、埋もれている渡島地域の古建築の調

査収録を志し着手したのは、今から５年前のことです。

先人達が築き、使い込んできた渡島という地域固有の歴史が染み込んだ主に民家を対象に、社寺建築や国指定、道

指定を受けた建築については敢えて記載せず、いずれ人知れず時の流れと共に忘れ去られてしまうであろう建築物に

光を当ててみようと試みたわけです。

中略

調査を進める中で、年代等の聞き取りの内容に代替わりが進み正確さを期することが出来なく、途中で解体されて

しまう建物も数多く出る始末で有りました。それ故にこそ私たちが志した調査の意義がここにあり、この道南渡島の

気候風土や地場産業を背景として産まれた、このような建築文化があったことに一段と確信を深めたのであります。

函館支部四半世紀の歴史の中で先輩諸氏の思いを込めた記念事業は貴重な資料

となっています。
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函館支部創立50年に思う

函館支部長 松見 修二

小南武一氏

記念式典藤原千代勝氏 故櫻井外治顧問

創立25周年 記念事業古民家



支部設立25周年を終えることを期に藤原支部長が勇退し、平成６年 第３代支部長に松﨑 和夫氏（小南設計事務

所）が着任しました。

松﨑支部長は本部と支部の融合に努め支部にあっては、専業、兼業、賛助の信頼と融和を強調し、平成８年には正

会員77社、賛助会員42社を擁し地域建築界に対し協会の存在意義と貢献を強調しました。

特筆される事は、現行士法が施行される以前から管理建築士と開設者の指定講習で受講票に顔写真の添付を義務付

け代行を防止した点が挙げられます。

平成９年11月20日創立30周年記念式典・祝賀会を本部貝田会長始め、木戸浦函館市長、渡島支庁長など各関係の

方々のご出席を頂き挙行しました。

平成11年12月の支部理事会を開催中に松﨑支部長の体調に変化をきたし、翌12年２月12日急逝致しました。誠

に残念なことでありました。

葬儀を滞りなく済ませ鎮魂の思いの中、２月末日に支部総会を開催し松﨑支部長の偉功継承する理事を選出し暫定

的に私が支部長に選任されました。

平成19年11月30日創立40周年記念式典を吉田会長を始め関係各位のご出席を賜り開催することが出来ました。

支部の最大の課題は会員の拡大にあります。このことは協会全体として共通の課題となっています。（全国の単位会

にあっても共通の課題・問題）

近年はある意味での転換期を迎えている状況があります。それは世代交代と新規事業者の増加です。世代交代に対

しては退会防止、新規事業者には加入促進を展開することが課題と感じています。また、賛助会を中心的に新規事業

者、或いは既存事業者の掘り起こしも有りと考えています。

創立50周年記念事業は見送りとなりましたが、これに変わるものとして函館支部の50年の歩みを編纂して後生に

伝えることを企画します。

末尾になりますが支部長の任を受けて18年、これまで函館支部を支えて頂いた理事の皆様、特に３代の支部長を支

えてきた大武事務局長に感謝申し上げます。
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松﨑和夫氏 30年式典



支 部 創 立 寄 稿

1967年（昭和42）設立以来、はや50年が過ぎ去りました。当初、北海道建築設計監理協会室蘭支部とし

て設立し、初代支部長松阪谷周止氏、二代目支部長大友春陽氏、歴代役員一同、永年に渡りご協力賜り、深

く感謝し、特にご指導、ご支援を頂いた行政機関、関係諸団体に対し、会員一同心から感謝申し上げます。

2004年（平成16）に大友前支部長、理事各位より推薦され、支部長に拝命され、あっという間の年月であり

ました。

―変遷と変革の時代― 建築設計業界も様変わりし、建築技術の複雑化、大規模化、建築基準法の改正等、

会員一同設計業界の向上に邁進して参りました。

・講演会、講習会の開催

・会員との親睦を通じての交流会

・行政との対応及び地域の人達との係わりに関する事業

など、重点的に支部活動を推し進めて参りました。

室蘭支部管内には、室蘭工業大学建築工学科があり、学生、教授たちを巻き込んだ講演会の開催で大いに

盛り上がったものでありました。また、行政トップの方との交流、街づくりについてのディスカッション等、

多方面に渡り活動して参りました。
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―新たなる出発―
室蘭支部設立50年を終えて

室蘭支部長 菅 俊治

2009.10.17 建築家五十嵐淳建築講演会

「ローカルな必然性より生まれる新しい普遍性について」

2012.4.26 ほくでん電化採用施設見学会社会福祉法人翔

陽会特別養護老人ホーム清明庵｜電化生活情報館マドレ

2012.9.6 伊達噴火湾法律事務所林正樹弁護士「建物の

建築に携わる者の責任」

2014.10.25 室蘭支部＋蘭歴建見会合同事業｜室蘭市歴

史的建造物を探訪する



設立50年の支部事業とし、下記の内容で実施致しました。

地域貢献事業

１ 地域の人達へ感謝と当支部の広報広聴活動

西胆振３市３町へ会員デザインによる木製特注ベンチ寄贈

２ 一般社団法人北海道建築士事務所協会の周知活動の一環として室蘭民報新聞掲載

(庄司会長のコメント及び顔写真入り、正会員及び賛助会員の事務所名掲載など）

３ 東京研修旅行｜平成30年10月

安藤忠雄 21 21 DESIGN SIGHT、表参道ヒルズ

隈 研吾 根津美術館、新国立競技場、浅草文化観光センター、他

４ 東京研修を終えての報告会、参加会員による報告

パネルディスカッション ―行政担当者への参加要請―

５ 設立50年を終えて

正会員、賛助会員及び関係団体各位との記念祝賀パーティー開催

最後にあたり、当協会運営発展にご尽力頂いた行政機関、関係諸団体の皆様へ改めて感謝し、更なる50年

に向けて邁進し、地域に認知される協会であるべき姿を強く感じ、広く一般の皆様へ周知されるよう、会員

一同、取り組みをさせて頂く所存であります。経済第一主義とやらで惻隠の情、情と恩が薄らいでいる昨今

であるからこそ、地域の人達と共に建築を通じ、より良き地域の発展を願うものとし、室蘭支部設立50年に

あたってのご挨拶と致します。
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2018.7.27 支部設立50周年記念地域貢献事業｜西

胆振３市３町へベンチ寄贈

2018.8.10 一般社団法人北海道建築士事務所協会周知活動｜新聞掲載



支 部 創 立 寄 稿

昭和42年、建築士事務所協会 北見支部が設立され、今年で創立50周年を迎える事が出来ました。

初代 高谷支部長をはじめ、歴代の支部長、役員、会員各位の方々には、50年間大変ご苦労され、今日ま

で継続されてこられました事に、心から敬意と感謝の意を表し、会員一同、心より厚く感謝申し上げます。

当支部の会員数は平成12年42社が最大でありましたが、現在、平成30年28社と減少しております。会

員減少により、活動が限られ、50周年の節目でありますが、式典等記念の事業として何も行う事が出来ませ

んでした。

全国の協会への加入率は14％程度であり、北海道においても22％程度でありますが、今後は、協会のPR

に努め、一般市民からの信頼を得られるよう、会員の皆様のご協力を得ながら、会員増強を計り、支部の発

展に努力する所存でございます。

今、我々建築業界においても、技術者の不足が上げられております。働き方改革、労働時間の短縮等が叫

ばれている中、若い技術者の育成、物造りに対する意義・大切さ・魅力を我々の経験を基に出来るだけ、訴

え続ける事が必要であると考えております。

設計業界の働きとして、改正建築士法が成立し、書面での契約締結の義務化や管理建築士の責務の明確化

など、設計監理業務の適正化を柱に改正建築士法が施行されました。

また、さらには、業務報酬基準（告示15号）が見直されようとしております。これは、実態にそぐわない、

あるべき姿とかけ離れたものになる恐れがあり、働く環境は悪化し、人材不足が一層深刻化すると考えられ

ます。

事務所協会として、信頼される建築士事務所として、会員の技術力の向上、コンプライアンスは勿論、会

員の一層の結束と人材育成に力を入れ、地域に必要とされる団体として努力して参りたいと思います。

課題は山積みでありますが、会員各位様には引き続きご協力頂けますようお願い申し上げます。

最後に今まで当協会支部の運営、発展に御尽力下さった多くの諸先輩方、会員の皆様に、感謝とお礼を申

し上げ、北見支部創立50周年にあたってのご挨拶と致します。
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北見支部創立50周年にあたって

北見支部長 笹木 勇一



建築士事務所登録等事務の業務について

建築士又は建築士を雇用する者は、他人の求めに応じ報酬を得て、次の業務を業として行おうとするとき

は、建築士事務所を定めて、その建築士事務所について、北海道知事が指定した指定事務所登録機関の登録

を受けなければならず、その登録の有効期間は５年と定められている（建築士法第23条、第23条の２、第

26条の４）。また、無登録業務は建築士法で禁止されており、違反した場合には罰則に処せられる（建築士法

第23条の10、第38条）。

（建築士事務所の業務）

１ 建築物の設計

２ 建築物の工事監理

３ 建築工事契約に関する事務

４ 建築工事の指導監督

５ 建築物に関する調査若しくは鑑定

６ 建築物の建築に関する法令若しくは条例の規定に基づく手続きの代理

一般社団法人北海道建築士事務所協会では、平成２年４月１日より、北海道からの委託により、19支部が

受付窓口となり、建築士事務所登録等事務の業務を実施してきたが、改正建築士法（平成18年12月20日法

律第114号）第26条の３第１項の規定に基づき、平成22年２月17日付け建指第2570号指令をもって北海

道知事から指定事務所登録機関に指定され、平成22年４月１日から指定事務所登録機関としての業務を開始

した。

（指定事務所登録機関の業務）

１ 業務内容

建築士事務所の登録等事務

登録簿及び所属建築士名簿の閲覧事務

２ 業務の実施方法

事務所登録等事務は、本部で行う。ただし、登録等の受付事務及び閲覧事務は、各支部で行うことと

し、本部と19支部が専用パソコンによる回線で結ばれ、専用スキャナの活用により業務の厳正かつ公正

な執行と迅速化を図ることとしている。

［建築士事務所の登録の状況（平成30年９月30日）］

登 録 数 会 員 会員以外

建築士事務所 4,371 1,020 3,351

一 級 2,687 765 1,922

一級・二級・木造別 二 級 1,670 252 1,418

木 造 14 3 11

個 人 1,196 147 1,049
個 人 ・ 法 人 別

法 人 3,175 873 2,302

建築士事務所に属する建築士

一 級 4,252 1,762 2,490

一級・二級・木造別 二 級 4,350 1,254 3,096

木 造 31 10 21
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設計等の業務に関する報告書に係る事務について

平成19年６月20日施行の改正建築士法（第23条の６）により、建築士事務所の開設者は、毎事業年度経

過後３カ月以内に、設計等の業務に関する報告書（業務報告書）を作成・提出することが義務付けられるこ

とになった（改正建築士法第23条の６）。この業務報告書は、一般の閲覧に供せられることとされており、

当該建築士事務所がどのような業務の実績があるかを建築主や消費者に情報開示することを目的としてい

る。なお、未提出又は虚偽の記載をした場合には、罰則が規定されており行政処分の対象にもなる（建築士

法第41条第１項）。

（報告内容）

１ 業務の実績

当該事業年度における当該建築士事務所の実績の概要

２ 所属建築士名簿

当該建築士事務所に属する建築士の氏名、一級・二級・木造建築士の別及び構造一級・設備一級建築

士の別、登録番号並びに定期講習受講歴、管理建築士はその旨

３ 所属建築士の業務の実績

所属建築士ごとの当該事業年度における業務の実績（当該建築士事務所におけるものに限る）

４ 管理建築士による意見の概要

建築士事務所の開設者に対して述べられた意見（技術的観点からその業務が円滑かつ適正に行われる

ようにするための意見）の概要

なお、設計等の業務に関する報告書に係る事務については、平成21年４月１日から平成22年３月31日ま

では、北海道からの委託事業として行い、平成22年４月１日以降は、北海道との協定により当協会が指定事

務所登録機関として実施している。北海道との協定では、次の業務を行っている（業務経費については、建

築士事務所登録手数料より支出）。

（指定事務所登録機関の業務）

１ 設計等の業務に関する報告書の受付、内容確認、総合振興局・振興局への進達（各支部）

２ 建築行政共用データベースシステム（建築士・事務所登録閲覧システム）への入力（本部）

３ 未提出の建築士事務所への文書による督促（本部）

４ 設計等の業務に関する報告書の閲覧（各支部）

［設計等の業務報告書の提出状況］

平成29年４月１日

～平成30年３月31日

平成30年４月１日

～平成30年９月30日

建築士事務所数 4,406 4,371

業務報告書受付件数 3,686 2,415

提出率 83.7％ 55.3％

業務報告書督促件数 2,231 1,759

督促率 50.6％ 40.2％
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建築士定期講習

平成17年11月に建築物の構造計算偽装事件をはじめ相次いで発覚した類似の事件によって失われた建築

物の安全性と建築士制度に関する国民の信頼を回復するために、平成18年に建築基準法と建築士法がそれぞ

れ改正された。このうち、「建築士の資質・能力の向上」、「高度な専門能力をもつ建築士による設計［構造設

計・設備設計］」、「設計・工事監理業務の適正化と消費者への情報開示」等を目的とする平成18年12月改正

建築士法は、平成20年11月28日に施行され、建築士を対象とした各種講習制度が創設された。このことに

より、設計・工事監理等の業務を「業」として行う建築士は、業務を実施するのに必要な能力を確実に身に

つけておく必要があることから、建築士事務所に所属している一級建築士、二級建築士又は木造建築士には、

３年ごとに定期講習を受講することが義務付けられ、受講しなかった場合には、戒告または２カ月間の業務

停止処分の対象となる（建築士法第10条第１項第１号、第22条の２）。

なお、講習は、建築士法に基づき、登録講習機関である「公益財団法人建築技術教育普及センター」の実

施協力機関として当協会及び一般社団法人北海道建築士会が実施しており、本年度は、平成30年５月25日

㈮の札幌市を始めに、全道８市10会場で開催した。

［建築士定期講習の受講者数］

開 催 地 開催月日 開 催 会 場 受講者数

５月25日㈮ 北海道第二水産ビル 245

札 幌 市 ７月27日㈮ 北海道第二水産ビル 198

10月18日㈭ 北海道第二水産ビル 171

函 館 市 ６月７日㈭ 北斗市総合文化センターかなで～る 127

旭 川 市 ６月26日㈫ 旭川市勤労者福祉総合センター 88

北 見 市 ６月22日㈮ 北見市端野町公民館 96

室 蘭 市 ７月12日㈭ 室蘭市市民会館 33

苫小牧市 ６月６日㈬ 苫小牧市民会館 65

帯 広 市 ７月10日㈫ とかち館 111

釧 路 市 ６月14日㈭ 釧路市生涯学習センター 92

合 計 1,226
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管理建築士講習

管理建築士は、建築士事務所の業務に係る技術的な事項を総括する立場にある。従前は、建築士であれば

誰でもなることができたが、平成17年11月に起きた建築物の構造計算偽装事件をはじめ相次いで発覚した

類似の事件により、平成20年11月28日に改正建築士法が施行され、建築士事務所を管理する建築士（管理

建築士）の要件が強化された。この改正により、管理建築士となるには、建築士として３年以上の設計その

他国土交通省令で定める業務に従事した後、国土交通大臣の登録を受けた登録講習機関が行う「管理建築士

講習」の課程を修了することとされた。

この講習は、当協会が、建築士法に基づく登録講習機関である公益財団法人建築技術教育普及センターの

実施協力機関として、平成20年度は「管理建築士資格取得講習」、平成21年度からは「管理建築士講習」と

して実施している。講習内容は、「建築士法その他関係法令に関する科目」及び「建築物の品質確保に関する

科目」で、テキストを使用した講義と修了考査となっている。本年度は、札幌市で６回開催した。

［管理建築士講習の受講者数］

開 催 地 開催月日 開 催 会 場 受講者数

１月17日㈬ 協会会議室 ７

３月28日㈬ 大五ビル２階会議室 22

５月30日㈬ 大五ビル２階会議室 14
札 幌 市

７月11日㈬ 協会会議室 ８

９月26日㈬ 大五ビル２階会議室 20

11月14日㈬ 大五ビル２階会議室 17

合 計 88
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震災復旧のための震災建築物の被災度区分判定基準

および復旧技術指針講習会

建築物の震災後対策としては、地震発生直後に、余震等による建築物の倒壊及び部材の落下等による二次

災害から住民の安全を確保するために建築物への立ち入りの可否等を判定する「応急危険度判定」と、応急

危険度判定が実施された後等に震災建築物の復旧を目的として震災建築物の主として構造躯体に関する被災

度区分判定を行い継続使用するための復旧の要否を判定するための「被災度区分判定」がある。

応急危険度判定については、平成７年１月17日に発生した阪神・淡路大震災において我が国で初めて本格

的に実施され、その有益性の認識と経験を踏まえ、その後都道府県において応急危険度判定士の養成登録が

行われるとともに、応急危険度判定を迅速かつ的確に実施するための全国組織として全国被災建築物応急危

険度判定協議会が平成８年４月に設立されるなど体制の整備がなされている。

一方、応急危険度判定実施後等に、住宅相談も含め震災建築物の復旧のために必要な被災度区分判定の実

施に関する体制の構築も急務の課題となっており、当協会では、平成17年度より被災度区分判定及び復旧業

務を行うことができる建築士を育成することを目的に講習会を実施してきた。なお、講習会の受講修了者で

希望する建築士に対し、一般財団法人日本建築防災協会より技術者証が発行され、さらにその建築士を有す

る建築士事務所で、希望する建築士事務所を対象に建築士事務所名簿を作成し北海道に提出するとともに日

本建築防災協会及び日本建築士事務所連合会のホームページに掲載し、震災後対策として住宅相談や被災度

区分判定等の活動が必要となった際の建築士事務所（建築士）の検索、協力要請等の資料として活用に供す

ることとしている。平成23年３月に発生した東日本大震災、また、昨年４月に発生した熊本地震など、近年、

大きな地震が相次いで発生しており、さらには、首都直下地震や南海トラフ地震などの大規模な発生が危険

視されているが、今年は、北海道胆振東部を震源とする地震が、この北海道でも発生し、41名もの尊い命が

失われる事態となった。この講習の必要性は、益々高まっている。

［震災復旧のための「震災建築物の被災度区分判定基準及び復旧技術指針」講習会の受講者数］

開 催 地 開催時期 開 催 場 所 講 習 種 別 受講者数

全構造・全日講習 68

札 幌 市 ４月25日㈬ 北海道自治労会館 木 造・半日講習 20

計 88
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住宅金融支援機構適合証明技術者登録・講習

「適合証明技術者」制度

この制度は、本講習の受講により、住宅金融支援機構の指定した登録機関（一般社団法人日本建築士事務

所協会連合会）に登録した建築士事務所に所属する建築士（適合証明技術者）がフラット35（中古住宅）又

はリ・ユース住宅購入融資、リフォーム融資を利用予定の住宅について、融資希望者等の依頼に基づき、融

資する物件が住宅金融支援機構の定める技術基準への適合性を確認する業務で、物件検査の結果、融資利用

予定の住宅が技術基準に適合する場合には、融資希望者等に対して「適合証明書」を交付することができる

ものである。

［住宅金融支援機構適合証明技術者登録・講習の受講者数］

開 催 地 開催時期 開 催 場 所 受講者数

８月22日㈬ 北海道第二水産ビル 130
札 幌 市

９月21日㈮ 大五ビル２階会議室 9

函 館 市 ９月４日㈫ 北斗市総合文化センターかなで～る 18

旭 川 市 ８月21日㈫ 旭川市勤労者福祉総合センター 54

釧 路 市 ８月30日㈭ 釧路市生涯学習センター 37

合計（４市５会場) 248
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開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会

平成18年12月に改正公布された改正建築士法のうち建築士事務所協会及び建築士事務所協会連合会の法

定化に係る規定（第７章・第27条の２から５）が平成21年１月５日に施行され、当協会は、建築士事務所

業務の適正化と建築主の利益保護を担う団体として法律に位置づけられた所謂法定団体となった。

この研修は、それまでの「建築士事務所の管理講習会・開設者研修会」に替え、建築士法に規定された法

定団体である一般社団法人北海道建築士事務所協会及び一般社団法人日本建築士事務所協会連合会が、建築

士法第27条の２第７項に基づく研修として実施した。

研修は、平成25年から実施しているが、建築士法の定めに基づくほか、北海道知事からの受講奨励の文書

を発行してもらうほか、講師の派遣も受けて実施している。また、研修は、建築士事務所の管理・運営を適

切に進める上で把握しておくべき重要事項を網羅した内容となっており、５年ごとの事務所登録更新の機会

にあわせて受講することで、開設者、管理建築士の資質の維持向上を図り、業務委託者の期待に応えるべく

業務の適正化や建築物の質の向上等を目指すことを目的としている。

本年度の研修会は、平成30年２月28日㈬の札幌市をかわきりに、全道６市８会場で開催した。

［開設者・管理建築士のための建築士事務所の管理研修会の受講者数］

開 催 地 開催時期 開 催 場 所 受講者数

２月28日㈬ 北海道第二水産ビル 58

札 幌 市 10月３日㈬ 北海道第二水産ビル 47

11月７日㈬ 北海道第二水産ビル 58

函 館 市 10月16日㈫ 北斗市総合文化センターかなで～る 28

旭 川 市 10月10日㈬ 旭川勤労者福祉総合センター 30

北 見 市 10月26日㈮ 北見市民会館 16

苫小牧市 10月10日㈬ 苫小牧市民会館 16

釧 路 市 10月31日㈬ 釧路市生涯学習センター 31

計 ６市８会場 284
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既存住宅状況調査技術者講習

既存の建物の流通を促進するとともに、宅地又は建物の買主等の利益の保護を図るため、宅地建物取引業

者に対し、建物の構造耐力上主要な部分等の状況の調査を実施する者のあっせんに関する事項の媒介契約書

への記載、当該調査の結果の買主等への説明を義務付けるとともに、宅地建物取引業者を営業保証金等によ

る弁済の対象から除外する等の措置を講ずることを目的に宅地建物取引業法の一部が改正された（平成28年

６月３日公布、平成30年４月１日施行）。

また、既存住宅の調査の担い手となる技術者の育成を進めることにより、宅地建物取引業法の改正による

建物状況調査（インスペクション）の活用促進や既存住宅売買瑕疵保険の活用等とあわせて、売主・買主が

安心して取引できる市場環境を整備し、既存住宅流通市場の活性化を推進するため、既存住宅状況調査技術

者講習制度が創設された（平成29年２月）。

この既存住宅状況調査技術者講習の実施については、国土交通大臣の登録を受けなければならないが、一

般社団法人日本建築士事務所協会連合会（以下「日事連」という。）は、平成29年６月９日に国土交通大臣

の登録を受けたことから、当協会も実施協力機関として、昨年度から講習を実施している。

なお、講習は、既にインスペクター登録をされている建築士を対象とする「移行講習」と登録されていな

い建築士を対象とする「新規講習」に分けられるが、今年度は、当協会副会長の重綱博美氏、地方独立行政

法人北海道立総合研究機構建築研究本部北方建築総合研究所構造判定部長渡邊和之氏による新規講習が実施

された。

既存住宅状況調査技術者講習

［新規講習の受講者数］

開 催 地 開催日時 開 催 場 所 受講者数

札 幌 市 11月15日㈭ 北海道自治労会館 20
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建築士事務所キャンペーンについて

当協会及び建築士事務所の存在と活動を広く一般の方々に知っていただくため、毎年度、各支部主催で多

彩な事業を行っている。今年度の「建築士事務所キャンペーン」事業は以下のとおりとなっている。

支 部 名 行 事 名 開 催 日 参加者数

木造住宅の耐震改修工事に関する市民向け

セミナー
８月６日㈪ 37

札 幌 支 部 第４回お菓子の家づくりコンテスト 10月21日㈰ 46

第18回「きらりと光る北の建築」賞

パネル展
11月２日㈮～４日㈰ 2,000

函 館 支 部 はこだて住まいづくりサポートフェア ２月16日㈮～18日㈰ 1,600

後 志 支 部 「第11回ふるさとを描こう」絵画コンクール 11月３日㈯ 72作品

工業高校生徒と市内歴史的建造物を巡る課

外授業
10月３日㈬ 30

小 樽 支 部
工業高校生への歴史的建造物についての出

前授業
10月５日㈮ 30

空 知 支 部 住宅新築＆リフォームフェア ４月７日㈯～８日㈰ 1,000

第28回旭川建築作品発表会 ２月17日㈯ 67

北海道建築展 巡回展2018 ６月５日㈫～７月１日㈰ 330

旭 川 支 部 第14回ボランティア塗装 ６月23日㈯ 44

北の恵み食べマルシェ2018参加 ９月15日㈯～17日㈪ 555

第16回お菓子の家づくりコンテスト 10月13日㈯ 33

室 蘭 支 部
創立50周年記念事業

西胆振３市３町ベンチ製作、寄贈
７月１日㈰～８月31日㈮ 20

十 勝 支 部
10士業合同

くらしの「よろず」無料・相談会
11月４日㈰ 55

北海道建築展 巡回展2018 ７月４日㈬～８日㈰ 510

住まいの無料建築相談会 ９月５日㈬ 2
釧 路 支 部

第９回くしろ安心住まいフェア ９月５日㈬ 432

木造建築セミナー 11月13日㈫ 27
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札幌支部

木造住宅の耐震改修工事に関する

市民向けセミナー

札幌支部

第４回

お菓子の家づくりコンテスト

札幌支部

第18回「きらりと光る北の建築」賞

パネル展

函館支部

はこだて住まいづくり

サポートフェア

後志支部

「第11回 ふるさとを描こう」

絵画コンクール

小樽支部

工業高校生徒と市内歴史的

建造物を巡る課外授業

小樽支部

工業高校生への歴史的建造物に

ついての出前授業

空知支部

住宅新築＆リフォームフェア

旭川支部

第28回建築作品発表会

旭川支部

北海道建築展 巡回展2018
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旭川支部

第16回

お菓子の家づくりコンテスト

室蘭支部

創立50周年記念事業

西胆振３市３町ベンチ製作、寄贈

十勝支部

10士業合同

くらしの「よろず」無料・相談会

釧路支部

北海道建築展 巡回展2018

釧路支部

住まいの無料建築相談会

釧路支部

第９回くしろ安心住まいフェア

釧路支部

木造建築セミナー

旭川支部

第14回ボランティア塗装

旭川支部

北の恵み

食べマルシェ2018参加



当協会には、８つの委員会が設置されています。それぞれの委員会は、全道各支部から委員が参集

し、協会運営についての様々な課題を検討するとともに「社会」「建築会」「会員」に役立つ一般社団

法人北海道建築士事務所協会であることを目指しています。

委員会名 開 催 日 議 題

総務委員会 ２月14日㈬ ・平成29年度監査資料審査

・定款の変更

・理事会提出議案審査

５月21日㈪ ・日事連年次功労者表彰の選考

・日事連建築賞一次審査

７月17日㈫ ・理事会提出議案審査

・財政健全化計画

11月９日㈮ ・嘱託職員の採用

・平成30年胆振東部地震に伴う経費

・知事表彰の推薦

12月７日㈮ ・理事会提出議案審査

業務・技術委員会 ５月１日㈫ ・副委員長、設計競技専門委員会、北の住まい設計コンペ

審査委員会の決定（書面審査）

７月18日㈬ ・平成30年取組検討（告示15号改定案）

・既存住宅状況調査技術者講習

広報委員会 ５月18日㈮ ・平成30年広報活動

・平成30年広報予算

９月３日㈪ ・会誌hirobaの構成

・入会案内書の作成

11月26日㈪ ・会誌hirobaの構成確認

教育・情報委員会 ５月23日㈬ ・建築士事務所の講習・研修

・管理研修会の充実と受講者UP

指導委員会 ９月26日㈬ ・平成30年北海道胆振東部地震対策

10月４日㈭ ・相談窓口の設置結果

・教育関係施設の被害状況

・胆振東部３町での現地相談

10月16日㈫ ・北海道教育庁との契約について

IT 委員会 ６月７日㈭ ・重点課題

８月30日㈭ ・BIM 研修会

11月16日㈮ ・BIM 研修会の開催

青年委員会 ５月15日㈫ ・青年委員会活動

９月４日㈫ ・フォーラムの開催

10月23日㈫ ・フォーラム in釧路

倫理委員会 開催なし
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北海道会では、全国大会に併せて開催される青年話創会の趣旨に賛同し、平成30年度から青年委員

会を設置した。同委員会は

① 建築士事務所の交流活性化に向けた企画・運営に関すること

② 建築士のプロフェッション（職能）向上への取組に関すること

③ 未来に向けた建築士事務所のあり方と活動に関すること

を委員会の業務とし、今年度は、２回の委員会を開催し、これらの業務をどのように進めるか意見を

出し合った。また、初の試みとして釧路支部の協力により「変化の時代と建築士事務所」をテーマに

北海道保健福祉部竹澤医務薬務課長と北海道建設部建築局清水主幹の講演、そして、青年委員会木谷

委員長、岡田副委員長、石井委員参加のパネルディスカッションを行う「フォーラム in釧路」を開催

した。

⑴ 青年委員会の意見

① 建築士事務所の交流活性化に向けた企画・運営に関すること

・会員の交流（様々な年代の経営者、会員企業の若手職員、正会員と賛助会員）を各支部が持ち

回りで開催（岡田副委員長）

・まずは交流でお互いに顔を知った上で、徐々に活動のステップを上げていくのが理想、さらな

る交流のアイデアもそうした中で醸成されていくのでは（金田委員）

・学生の「企業インターンシップ」や「企業職業体験」の受け入れを建築士事務所単位毎ではな

く支部内の建築士事務所が地域毎に連携して受け入れる「地域同業種インターンシップ」のよ

うな仕組みをつくること（深瀬委員）

・スタッフ交流会（ボスの参加不可）を全道単位で開催（石井委員）

・代表、役員でない若手スタッフの集まりがあればよい（安原委員）

・事務所に所属している人達多数の交流する場を設ける（梅原委員）

② 建築士のプロフェッション（職能）向上への取組に関すること

・CPDがつく研修・講習会（BIM、失敗例、裁判事例、経営経理、事業承継）技術講習会の開催

（岡田副委員長）

・能力向上に寄与する情報のネットアクセス環境作り（金田委員）

・最新の倫理を学び身につけていくこと（深瀬委員）

・事務所の代表者向けの勉強会や交流会の開催（石井委員）

・定期的な勉強会、失敗事例への対策を考える会（安原委員）

・異業種との交流（梅原委員）

③ 未来に向けた建築士事務所のあり方と活動に関すること

・建築設計の魅力を子供達に伝えるイベントの開催（岡田副委員長）

・柔軟で新しい考えを発揮できる機会や場面づくり（深瀬委員）

・教育機関との繫がり、交流（安原委員）
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⑵ フォーラム in釧路

趣旨 少子高齢社会の到来が日本社会の各方面に大きな影響を及ぼしているが、建築士事務所にお

いても、若手人材の減少が大きな問題となっている。今日的問題を取り上げつつ、行政関係者

との連携を図るなど、青年委員会設置を広く会員に周知する。

内容 別掲「フライヤー」のとおり
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パネリストによるパネルディスカッション 参加者の皆様

司会者 金子釧路支部理事 木谷コーディネーター

竹澤医務薬務課長の講演



当協会の委員会の一つである「IT 委員会」では、情報通信技術の著しい進展に伴い、近年、その活

用が注目されているBIM（Building Information Modeling）について、会員への情報提供を行うた

め、札幌商工会議所との共催により、以下のとおり建築設計セミナー（BIM の現状と可能性）を行い

ました。

これも青年委員会で実施したフォーラム in釧路と同じく、委員会で行うイベントとしては、はじめ

てになりますが、今後も協会の会員への情報提供を進めるため、このような機会をつくっていくこと

としています。

建築設計セミナー

～BIMの現状と可能性について～

と き：平成30年11月16日㈮ 13：00～17：30

ところ：北海道経済センタービル８階 Ａホール

次 第

【セミナー】

１．開 会

２．挨 拶 札幌商工会議所 建築設計分科会長 川幡 宏一

(一般社団法人 北海道建築士事務所協会副会長）

３．先行事例紹介 ① 株式会社 フィルド 設計部 菊地 翔貴 氏

② 株式会社 北海道日建設計

設計監理部門設計室 大門 浩之 氏

③ 岩田地崎建設 株式会社

ICT推進部BIM 担当 大竹口 勝未氏

～休憩 15分～

４．メーカープレゼン ① Autodesk株式会社

② グラフィソフトジャパン株式会社

～質疑応答 15分～

【展示・交流会】

１．挨 拶 札幌商工会議所 建築設計副分科会長 三栖 博

(一般社団法人 北海道建築士事務所協会 IT 委員会委員長）

２．展示・交流

●主 催 札幌商工会議所 建築設計分科会

●共 催 一般社団法人北海道建築士事務所協会

●協 力 Autodesk株式会社／グラフィソフトジャパン株式会社

株式会社 大塚商会
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建築設計セミナーの開催について

先行事項 メーカープレゼン



当協会では、建築士事務所の健全な発展と建築文化の向上を図るため、一般社団法人日本建築士事

務所協会連合会（略称「日事連」）との連名で、毎年度、北海道開発局営繕部長、北海道建設部建築企

画監、札幌市都市局長へ当協会単独の要望書と併せて提出し、また、道内の全市町村に対しては同要

望書を郵送しております。また、自民党北海道支部連合会との「団体要望懇談会」に参加し、建築士

事務所の現状や当協会からの要望などについて意見交換を行っています。

１ 北海道開発局への要望

要 望 日 平成30年８月７日㈫

出 席 者 (相手方）北海道開発局営繕部長ほか

(協 会）庄司会長、柳舘副会長、中島副会長、松田業務・技術委員長、中川事務局長

要望項目 下記のとおり

２ 北海道への要望

要 望 日 平成30年８月７日㈫

出 席 者 (相手方）北海道建設部建築企画監ほか

(協 会）庄司会長、柳舘副会長、中島副会長、松田業務・技術委員長、中川事務局長

要望項目 下記のとおり

３ 札幌市への要望

要 望 日 平成30年８月７日㈫

出 席 者 (相手方）札幌市都市局長ほか

(協 会）庄司会長、柳舘副会長、中島副会長、松田業務・技術委員長、中川事務局長

要望項目 下記のとおり

【共同要望項目】

① 建築物の設計・工事監理業務及び耐震診断・耐震改修に係る業務の発注に際しては、業務報酬

基準（告示15号及び告示670号）に準拠し、業務委託内容を明確化した契約をすること

② 建築物の設計・工事監理業務の設計者選定に際しては、価格以外の要素を考慮し、やむを得ず

価格競争による入札方式で設計者の選定をする場合は、適正な価格による「最低制限価格」等の

設定を実施すること

③ 建築物の設計・工事監理業務の設計者選定に際しては、賠償責任保険への加入を条件とすること

④ 建築物の設計・工事監理業務の設計者の選定に際しては、「建築CPD情報提供制度」の実績を

活用すること
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行政等への要望活動



【北海道単独要望】

(北海道）① 最低制限価格の設定範囲を予定価格の90％以上に引き上げていただきたい。

② 建築士事務所登録事項変更届け等についても手数料を措置していただきたい。

(札幌市）上記①に同じ

４ 自由民主党北海道支部連合会との懇談

日 時 平成30年10月17日㈬10：00～

場 所 北海道議会２Ｆ「自民党・道民会議会議室」

出席者 (相手方）自民党道連中司哲雄政務調査会長ほか

(協 会）庄司会長、柳舘副会長、松田業務・技術委員長、中川事務局長

【自民党への要望】

① 業務量の確保

建築設計業の持続的な発展が図られるよう、安定的な公共工事事業量及び設計委託事業量を確

保していただきたい。

② 事業の平準化

公共工事では、建築設計業務の発注が春先から夏まで、そして締切が年度末に集中する傾向が

ある。働き方改革が求められる今日、所員の労働環境を改善するためにも事業量の平準化に取り

組んでいただきたい。

③ 災害対応

災害における復興対策を円滑に進めるため、所要経費の手当をしていただきたい。また、地震

による建物被害に迅速に対応するため、当協会との災害協定の締結を検討していただきたい。

④ 最低制限価格の引き上げ

建築設計委託業務に係る発注に際しては、建築設計事務所の健全経営や設計業務の品質確保の

観点から、最低制限価格を予定価格の90％まで引き上げていただきたい。

⑤ 管理研修会の義務化

建築士法第27条の２第７項で規定されている建築士事務所の開設者に対する建築士事務所の

業務の運営に関する研修及び建築士事務所に属する建築士に対する設計等の業務に関する研修に

ついて、受講を義務化するとともに、建築士事務所登録(更新を含む。)の要件としていただきたい。
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日本建築学会北海道支部 第38回北海道建築作品発表会
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思える。体育館を中心とした行き止まりのない
動線のあちこちに、たまり場としてのデンや、見
る・見られる仕掛け、円弧状の吹抜け、精進川の
緑など、様々なシーンが用意され、回遊する子供
たちを飽きさせない。大きな都市では「平等」と
いう考えが変形して学校建築の「均一化」が進
み、設計者は素材や色など建築の表面操作に
よってのみ差異を生み出すところに追い込まれ
ている感もある。そうした状況において「仮校舎
無し・狭隘変形グラウンドが敷地」といった、よ
り厳しい条件のプロジェクトが、むしろ他校よ
りも魅力を持ち、子供達の記憶に残る空間とし
て完成した事実は興味深い。やはり設計者魂は
難条件のほうが燃えるのだ。
高木貴間の住宅改修が面白い。昨年の住宅改

修作品に続き今年は「富良野の異形屋根」という
築40年の農家住宅のリノベーションプロジェ
クト。道民には見慣れた出所不明の住宅形態を
妻面側にトレースし、約一間の半屋外空間を新
たに生み出している。波板ポリカと白い樹脂
サッシュで構成された立面は建物の機能と目的
を、新設の開口部周りの操作はこれがリノベプ
ロジェクトであることを、それぞれ明瞭に表現

風景を司る建築たち

赤坂 真一郎
株式会社アカサカシンイチロウアトリエ 代表取締役

38回目の北海道建築作品発表会が道立近代美
術館講堂にて開催された。29組の発表は、新築の
みならず、増改築、保存、地区計画など多岐に渡
り、どれも奮闘の跡が見える質の高いもので
あったことは言うまでもないが、ここでは幾つ
かの作品に絞って所見を述べてみたい。

「上士幌町生涯学習センター／設計：アトリ
エブンク 基本構想：森傑 北海道大学大学
院」は、町内にある４つの施設をひとまとめに
し、それを更に既存図書館に増築するという、か
なり「意欲的」なプログラムを持つ。敷地は町の
中心部ゆえ、周囲には様々な生活シーンがあり、
施設は全方位的に開かれている。周辺の生活感
は動線空間「プロムナード」となって内部に引き
込まれ、施設全体に賑わいをもたらしている。低
い大屋根が浮かぶシンプルなデザインは、天井
高のある円形プレイルームを際立たせ、それが
町のランドマークとなっている。派手さはない
が、吟味された建築的仕掛けにより、様々なシー
ンを体験できる建築だ。「東川町複合交流施設
せんとぴゅあⅡ／小篠隆生＋アトリエブンク、

IA建築研究所、KITABA」は、写真・家具・大雪
山に関する文化活動、読書、住民活動など、多様
な交流の拠点となる施設。高さを抑えた書架に
よる見通しの良い空間が、建物前に広がる芝生
広場まで、視覚・体験的に連続している。分野の
境界線が無く、空間全体に公共建築らしからぬ
「余白」がある建物で、利用者発想の様々なアク
ティビティが生まれそうだ。「札幌市立中の島小
学校／北海道日建設計」の敷地は狭隘で不整形
だが、そうした条件がむしろコンパクトであり
ながら密度の高い学校建築を生み出したように

東川町複合交流施設 せんとぴゅあⅡ 札幌市立中の島小学校 富良野の異形屋根

上士幌町生涯学習センター
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している。人口減や住
宅性能の向上により、
リノベ案件が更に増え
よう北海道において、
厳しい条件の改修工事
でも諦めず、自らの思
いを空間化しようと格
闘する高木の姿勢は、
彼に続く若い設計者を
刺激する。「酒乃屋稀
八／五十嵐淳」は３道
路に面する店舗併用住
宅。タイトな幅で構成
された記号的な平面図

に目を引かれる。１階店舗へのアクセス、来店者
の視線、商品に至るまでのシークエンスなどか
ら、「特殊」な平面形状が「必然」をもって導き
出され、その立体は店舗の強力なサインとして
も機能している。設計者の力量を感じるのは、こ
の「特殊」な店舗平面をトレースした上階に「日
常」生活を見事に重ね合わせているところにあ
る。非日常的空間で日常を過ごす魅力。「中野本
町の家」を思わせる写真の奥には、鮮度を失わな
い家族のくらしが見え隠れする。
「パドックの家／牧場に建つ家no.2／宮城島
崇人」は昨年発表された「牧場に建つ家no.1」と
同じ牧場景観の中に建つ。パドックに沿って配
置された建物は僅かに折れ曲がり、両妻面に設
えられた大きなポーチ状空間と相まって不思議
な空間体験を提供してくれそうだ。ここで見ら
れる北海道の原風景とでも言うべき美しい田園
風景は、一次産業の事業主によってつくられて

パドックの家 粘る家 琴似の街家

酒乃屋 稀八

いるとも言える。宮城島のような設計者が、彼ら
の求める機能や費用の問題をクリアしつつ、景
観要素としての「建築」のあり方、ランドスケー
プデザインまで、広い範囲にわたって統括でき
る職能を持つことを、より多くの一次産業関係
者に理解してもらい、魅力的な北海道の風景を
今後更に広げていってほしい。
「粘る家／圓山彬雄」は北海道におけるCB造
住宅文化の歴史を振り返る発表であった。蓄熱・
保温性（室温が下がり難い＝「粘り」）から、CB
建築は災害時の避難所に相応しく、各町内に一
軒外断熱CB住宅があるべきだという主張は、胆
振東部地震の後だけに少なからぬ説得力を持っ
ていた。
「琴似の街家／佐野天彦・佐野光」は近商地域
に建つ店舗併用住宅。高さ1.4mの格子状の構
造体が７層重なる中、ピット床含め８枚の床が
リズミカルに配置されている（基準法上の階数
は２）。構造材から仕上げ材までを等価に扱うこ
とで、工事途中の木造建築が持つ心地よさ、美し
さが内包された魅力的な住まいとなっている。
遠藤謙一良による「小樽市の歴史的建造物の

保存・再生・活用と街づくりの試み」では、NPO
小樽ワークスにおける2008年からの活動報告
がなされた。単なる建物の管理や修繕という方
法だけでなく、アートプロジェクトを絡めた「一
時的再生」を試み、それをきっかけに多くの人々
を交え、建築的価値について多様な視点で再考
するという手法に興味がある。空知炭鉱遺産な
どでも同様の手法が試みられているが、NPO間
のネットワーク形成や活動の持続によって今後
物理的な成果が増えることも期待したい。
「南幌町みどり野 きた住まいるヴィレッ
ジ／北海道、JIA北海道支部」は北海道がモデル
ヴィレッジ（住宅展示場／後にモデルハウスは
販売される）の全体計画や企画、モデルハウス
（５棟）の設計を JIA北海道支部に業務委託し、
協働するという新しい試みである。こうした方
法が定着し、美しい町並みと豊かな生活、建築文
化がいつの日か北海道に根付いてくれることを
期待している。



新入会員の紹介（平成29年12月～平成30年11月)

支部名 名 称
代表者又
は開設者

所 在 地 電 話 FAX

札幌 ㈱上村建築設計事務所 上村 福里
〒060-0042
札幌市中央区大通西９丁目3-33

011-272-8025011-272-8031

札幌 スミタスReホーム㈱ 佐藤 直樹
〒064-0953
札幌市中央区宮の森３条１丁目４番１号

011-622-3739011-622-6560

札幌 JAS構造サポート㈱ 相馬 靖宏
〒005-0004
札幌市南区澄川４条３丁目５番13号
ウェルス澄川２階

011-833-7779011-833-7811

札幌
㈱総合設備コンサルタント
札幌事務所

一級建築士事務所
市村 充

〒060-0004
札幌市中央区北４条西16丁目１番地
テルウェル札幌第二ビル

011-643-1321011-643-1421

札幌 ㈱丹波組 丹波 正宏
〒066-0047
千歳市本町１丁目14番地

0123-23-77110123-24-2959

札幌
物林㈱

一級建築士事務所
淡中 克己

〒060-0003
札幌市中央区北３条西２丁目10番地2

011-271-1685011-271-3030

札幌 デイズ建築設計事務所 髙橋 大輔
〒064-0810
札幌市中央区南10条西10丁目1-20
さくらビル５階

011-522-9725011-522-9729

札幌 ㈱アユミ建築設計 伊東 祐一
〒003-0022
札幌市白石区南郷通14丁目南10番1-103号

011-876-8970011-876-9723

札幌 ㈱ジェンテックス 碓井 伸典
〒002-0855
札幌市北区屯田５条３丁目1-2

011-788-9464011-788-9497

札幌 ARCHIve 杉山 友和
〒065-0011
札幌市東区北11条東４丁目２番２号

011-557-7557011-557-7557

札幌 ㈱創元建築設計 三浦 良夫
〒004-0064
札幌市厚別区厚別西４条４丁目15-13

011-896-2511011-896-2512

札幌
日立造船㈱北海道支社

一級建築士事務所
谷所 敬

〒060-0003
札幌市中央区北３条西4-1-1

011-231-2215011-231-2419

札幌 角田木製品工業㈱ 角田 祐一
〒007-0852
札幌市東区栄町911番地８

011-783-2289011-783-8631

札幌
北ガスフレアスト㈱

フレアスト東
金沢 明法

〒003-0029
札幌市白石区平和通14丁目北１番23号

011-865-2010011-865-2019

札幌
クラシタス㈱札幌支店
一級建築設計事務所

廣中 聡
〒004-0041
札幌市厚別区大谷地東２丁目１番60号

011-896-2341011-896-2342

札幌 ㈱お茶の水工房 坂井 正周
〒062-0025
札幌市豊平区月寒西５条８丁目2-17

011-859-6555011-876-8550

札幌 メビウス 横井 亮治
〒006-0823
札幌市手稲区前田13条10丁目４番６号

011-556-4539011-556-2486

札幌
㈱和泉組

一級建築士事務所
和泉 輝彦

〒062-0904
札幌市豊平区豊平４条８丁目１番25号

011-811-1586011-821-0035

札幌 Ｗ㈱ 渡辺 仁基
〒063-0002
札幌市西区山の手２条12丁目10番１号

011-777-9476 －
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支部名 名 称
代表者又
は開設者

所 在 地 電 話 FAX

札幌 オリエント建設㈱ 藤田 春幸
〒005-0841
札幌市南区石山１条７丁目27番７号

011-594-2066011-594-2788

札幌
一級建築士事務所
㈱アーキ・プロジェクト

藤田 利長
〒063-0034
札幌市西区西野４条10丁目8-3

011-827-5136011-827-5137

札幌 ㈱日江金属 小林 隆
〒067-0051
江別市工栄町３番地５

011-382-7711011-382-7722

札幌 ㈱フィルド 齋藤 貴之
〒060-0062
札幌市中央区南２条西１丁目７番地８
山口中央ビル４Ｆ

011-233-3101011-233-3102

札幌 ㈱テクノクルー 矢吹 定夫
〒060-0807
札幌市北区北７条西１丁目１番11
バームハイツ札幌701号室

011-700-4103011-700-4773

函館 三光工業㈱ 林 完治
〒040-0081
函館市田家町２番32号

0138-41-15040138-41-1643

後志 フレイハウス 渡邉 勝之
〒044-0051
虻田郡倶知安町北１条西１丁目19番地
山崎ビル２Ｆ

0136-55-59610136-55-5961

宗谷
保険サービス㈱

アトリエＫ
澤村 勝幸

〒097-0017
稚内市栄５丁目８番13号

0162-32-45740162-32-4575

紋別
北栄建設産業㈱

建築設計事務所
青田喜代美

〒094-0005
紋別市幸町１丁目１番15号

0158-24-31850158-24-3187

室蘭
㈱内池建設

一級建築士事務所
内池 秀敏

〒050-0065
室蘭市本輪西町１丁目５番10号

0143-55-77850143-55-7795

室蘭
東海建設㈱

一級建築士事務所
中田 孔幸

〒050-0072
室蘭市高砂町４丁目14番16号

0143-46-12010143-45-6790

室蘭 遠田建設㈱ 遠田 耕治
〒059-0024
登別市緑町２丁目31番地３

0143-85-65610143-88-1294

室蘭 高橋建築事務所 高橋 芳朗
〒051-0022
室蘭市海岸町３丁目10番11号

0143-24-03330143-24-4511

室蘭 ㈱ベルン 髙橋 博哉
〒059-0032
登別市新生町１丁目17番地１

0143-57-65440143-57-4430

室蘭
大内建設㈱

二級建築士事務所
森本 靖

〒050-0074
室蘭市中島町３丁目40番13号

0143-43-56300143-45-4412

苫小牧 ㈱カンシャス 荒川 正明
〒053-0031
苫小牧市春日町３丁目３番13号

0144-33-81780144-84-8078

十勝 くらしといえ 土田 美佳
〒080-0021
帯広市西11条南11丁目3-8

0155-66-49960155-66-4997

十勝 ㈱ネクサス設計事務所 曽根 啓介
〒080-0016
帯広市西６条南６丁目４番地

0155-22-45310155-22-4531

十勝 鳥本設計 鳥本 君彦
〒080-0026
帯広市西16条南41丁目１番地11

0155-47-84020155-47-8402

釧路 大陸建設㈱ 土屋 憲幸
〒084-0913
釧路市星が浦南１丁目１番２号

0154-65-10000154-65-1001

釧路 氏家設計事務所 氏家喜久雄
〒085-0061
釧路市芦野３丁目32番13号

0154-37-18910154-37-1891

― 69 ―



役職名 氏 名 所 属

会 長 庄司 雅美 ㈱ホクテイ建築事務所

副 会 長 柳舘 直人 ㈱ドーコン

〃 川幡 宏一 ㈱総合開発設計

〃 中島 勉 ㈱中島設計コンサルタント

〃 中野 隆二 ㈲フォルムデザイン

〃 松見 修二 ㈱北匠建築設計事務所

〃 重綱 博美 ㈱Fan建築設計

〃 三浦 啓 三浦建築設計事務所

〃 笹木 勇一 ㈱清和設計事務所

専務理事 中川 國義 (一社)北海道建築士事務所協会

理 事 木谷 靖孫 ㈱北海道日建設計

〃 相良 敬治 ㈱さがら設計事務所

〃 中原 隆一 ㈱札幌日総建

〃 奈良 顕子 ㈲奈良建築環境設計室

〃 藤原 昇悟 ㈱中山設計事務所

〃 松田 眞人 ㈱都市設計研究所

〃 三栖 博 ㈱アトリエブンク

〃 大古 正平 ㈲オオフル建築設計事務所

役職名 氏 名 所 属

理 事 榊 政信 北の杜合同会社建築設計事務所

〃 中田 信広 ㈱中田建築設計

〃 柴野 修一 ㈱柴滝建築設計事務所

〃 大野真一郎 大野土建㈱

〃 原田 欣典 興北建設㈱

〃 阿部 裕 ㈲阿部設計事務所

〃 土屋善治郎 土屋工業㈱

〃 原 一夫 ㈲ 原測量設計事務所

〃 菅 俊治 ㈱菅設計企画

〃 本田不二夫 ㈲本田建築事務所

〃 木原 宗孝 エーシー企画

〃 太田 豊 ㈱創造設計舎

〃 高橋 正明 ㈲タカ・アーキテック一級建築士事務所

〃 志田 純司 第一宅建設計㈱

監 事 福本 雅之 ㈱福本構造設計

〃 寺西 政二 ㈲設計同人アルファ

〃 鈴木 貞司 新田・鈴木法律事務所

平成30年度 一般社団法人北海道建築士事務所協会 名簿

役 員

支 部 長

支部名 氏 名 所 属

札 幌 柳舘 直人 ㈱ドーコン

函 館 松見 修二 ㈱北匠建築設計事務所

桧 山 大古 正平 ㈲オオフル建築設計事務所

後 志 榊 政信 北の杜合同会社建築設計事務所

小 樽 中野 隆二 ㈲フォルムデザイン

空 知 中田 信広 ㈱中田建築設計

旭 川 重綱 博美 ㈱Fan建築設計

名 寄 大野真一郎 大野土建㈱

留 萌 原田 欣典 興北建設㈱

宗 谷 阿部 裕 ㈲阿部設計事務所

支部名 氏 名 所 属

網 走 土屋善治郎 土屋工業㈱

北 見 笹木 勇一 ㈱清和設計事務所

紋 別 原 一夫 ㈲ 原測量設計事務所

室 蘭 菅 俊治 ㈱菅設計企画

苫 小 牧 本田不二夫 ㈲本田建築事務所

日 高 木原 宗孝 エーシー企画

十 勝 太田 豊 ㈱創造設計舎

釧 路 三浦 啓 三浦建築設計事務所

根 室 志田 純司 第一宅建設計㈱
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総 務 委 員 会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 川幡 宏一 ㈱総合開発設計

委 員 長 相良 敬治 ㈱さがら設計事務所

副委員長 田所 裕司 ㈱アクティ建築設計

〃 本久 公洋 ㈱Ｍ・Ａ設計工房

委 員 金山 研一 ㈱福島工務店一級建築士事務所

〃 菊地 峰生 ㈱ヤマト建設設計事務所

〃 池本 裕治 空間工房シリウス㈲

〃 神田 光英 ㈱神田設計

〃 塩川 顕児 塩川建設㈱

委 員 会

業務・技術委員会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 重綱 博美 ㈱Fan建築設計

委 員 長 松田 眞人 ㈱都市設計研究所

副委員長 遠田 雅宏 ㈱浅井建築設計事務所

委 員 鈴木 吉嗣 ㈱ビーゴーイング

〃 三ツ江元治 一級建築士事務所㈱三ツ江建築測量事務所

〃 亀田 宏 亀田工業一級建築士事務所

〃 柳 雅人 柳雅人建築設計工房

〃 眞壁 喜男 くりえいと創

〃 中川 勝一 ㈱エヌ・ケー建築設計室

（設計競技専門委員会）

役 職 氏 名 所 属

委 員 長 澤田 貞和 ㈱日本工房

委 員 小西 彦仁 ヒココニシアーキテクチュア㈱

〃 三ツ江元治 一級建築士事務所㈱三ツ江建築測量事務所

（建築物耐震診断等評価委員会）

役職名 氏 名 所 属

委 員 長 石山 祐二 北海道大学名誉教授

副委員長 遠藤 淳治
㈱あい設計札幌支社
技術顧問

〃 小田 信一
㈱竹中工務店北海道支店
品質部部長付

〃 後藤 隆之
（一社)日本建築構造技術者協会
北海道支部顧問

委 員 荒井 一博 魁建築設計事務所 代表

〃 五百蔵健行
（一社)日本建築構造技術者協会
北海道支部元監査役

〃 内山 晴夫 ㈱久米設計札幌支社 支社長

〃 久次米 薫
㈱北海道日建設計
構造設計室長

〃 佐々木克也
㈱NTTファシリティズ北海道
営業部 NTT営業部門長

〃 城 攻 北海道大学名誉教授

〃 武田 寛 北海道科学大学名誉教授

〃 福井 勉
鹿島建設㈱北海道支店
建築部専任職

〃 真柄 祥吾
北海学園大学工学部
建築学科 教授



―72―

広 報 委 員 会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 三浦 啓 三浦建築設計事務所

委 員 長 藤原 昇悟 ㈱中山設計事務所

副委員長 蒔田 淳一 ㈱白樺設計

委 員 宮房 晋矢 ㈲ハース設計一級建築士事務所

〃 西島 弘志 ㈲西島設計

〃 徳留 裕敏 ㈲Rize international

〃 山田 利彦 ㈱ひのき

〃 佐藤 徳文 ㈲さとう建築デザイン室

〃 髙橋 雅敏 一級建築士事務所髙橋建築企画

IT 委 員 会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 中野 隆二 ㈲フォルムデザイン

委 員 長 三栖 博 ㈱アトリエブンク

副委員長 澤田 貞和 ㈱日本工房

委 員 田所 裕司 ㈱アクティ建築設計

〃 石丸 修二 ㈱北海道日建設計

教育・情報委員会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 松見 修二 ㈱北匠建築設計事務所

委 員 長 中原 隆一 ㈱札幌日総建

副委員長 中薮 則喜 ㈱中薮建築工房

委 員 小倉 治郎 ㈱二葉設計事務所

〃 佐藤 裕 エスワークス建築設計事務所

〃 中原 茂人 ㈱渡辺建築設計苫小牧本社

〃 柴田 茂嘉 ㈲柴田建設一級建築士事務所

〃 小沢 昌博 ㈱小澤建設

〃 桒原 一夫 ㈲桒原測量設計事務所

指 導 委 員 会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 中島 勉 ㈱中島設計コンサルタント

委 員 長 奈良 顕子 ㈲奈良建築環境設計室

副委員長 荒川 治通 ㈱荒川建築設計事務所

委 員 河村 和義 ㈱アトリエＫ

〃 中岡 正憲 ㈱アトリエブンク

〃 山本 明惠 恵和建築設計事務所

〃 鈴木 貞司 新田・鈴木法律事務所

（建築相談調査委員会）

役職名 氏 名 所 属

委 員 長 柳舘 直人 ㈱ドーコン

副委員長 中島 勉 ㈱中島設計コンサルタント

道 央
ブロック委員 中野 隆二 ㈲フォルムデザイン

道 南
ブロック委員 松見 修二 ㈱北匠建築設計事務所

道 北
ブロック委員 重綱 博美 ㈱Fan建築設計

オホーツク
ブロック委員 笹木 勇一 ㈱清和設計事務所

道 東
ブロック委員 三浦 啓 三浦建築設計事務所

倫 理 委 員 会

構成委員は５名とし、会長が指名する副会長３

名、当該地域の支部長１名、弁護士等の外部委員１

名とする。

青 年 委 員 会

役 職 氏 名 所 属

担当副会長 笹木 勇一 ㈱清和設計事務所

委 員 長 木谷 靖孫 ㈱北海道日建設計

副委員長 岡田 幸生 ㈱岡田設計

委 員 梅原 博大 伊藤組土建㈱一級建築士事務所

〃 金田 貴彦 ㈱金田設計

〃 深瀬 正人 須藤建設㈱SUDO設計

〃 齋藤 弘源 H.S.A

〃 神田 光英 ㈱神田設計

〃 石井 孝行 ㈱武田建築設計事務所

〃 安原 英司 安原建築設計
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ゆめちからテラス

設計概要

面 積 延べ 2,428.35m
構 造 Ｓ造・地上２階

外観仕上 ガルバリウム鋼板、レンガタイル、レンガ

工 期 平成29年９月～平成30年４月

建 設 地 北海道江別市

設計主旨

国産小麦のみでパンを作りたいという敷島製パン

（Pasco）、自分たちの育てた小麦からできるパンを見たいと

いう道央農業協同組合（JA道央）、両者の強い思いが結実した

共同プロジェクト。硬質小麦「ゆめちから」を扱う製パン工場、

ベーカリー、野菜直売所、小店舗からなる複合施設。ロードサ

イドをにぎわす商業施設としての顔と、衛生面に配慮した食

品工場としての２つの顔を併せ持つ。背景に拡がる豊かな緑

を借景に、江別レンガ、道産木材を効果的に使用した開放性の

高い共用空間とした。

設計担当：川東 隆、江崎岳史（元所員）

発 注 者 株 式 会 社 ジ ャ ン ス
設計監理 株式会社北海道日建設計
施 工 株 式 会 社 中 山 組
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札幌市立中の島小学校

設計概要

面 積 延べ 9,443.54m
構 造 RC／SRC／Ｓ・地上４階

外観仕上 外断熱湿式工法のうえ可とう形外装薄塗材Ｅ

工 期 2016年６月～2017年８月

建 設 地 北海道札幌市豊平区

写真撮影 佐々木育弥

設計主旨

仮設校舎を設けず建替えた小学校。体育館を内包した校舎

とし狭隘なグラウンドで建設可能な計画とした。体育館を中

心に教室、水呑み場やデン、精進川に面した図書室、テラス等

を連続させ、行き止りのない動線とした。体育館を囲む教室群

は断熱空間となり冬季の活動の場となる体育館の温熱環境を

冷負荷から守っている。児童の好奇心、探求心を引出すよう各

所に色、素材、様々なスケールやテーマ性を持ったデンを散り

ばめた。校舎には児童の多様なアクティビティ、コミュニケー

ションの連鎖する風景が溢れている。

設計担当：佐藤教明、濱口芳郎

発 注 者 札 幌 市
設計監理 ㈱北海道日建設計

設備設計は㈱北日本技術コンサル（実施設計～)
施 工 建築：田中・丸竹竹田 JV、強電：北盛電設㈱

弱電：システムサービス㈱、空調：立川工業㈱
衛生：㈱日新工業、解体：板谷土建㈱



釜谷多目的活性化施設

「釜谷ゆうなぎ館」

設計概要
建 設 地 上磯郡木古内町字本町218
面 積 349.46m
規模・構造 木造平屋建
外 観 仕 上 マグネシウム含有ガルバリウム鋼板
工 期 平成28年４月～平成28年10月

設計主旨
木古内町釜谷の地域住民が使用していた会館の老朽化を受

け、新しい集いの場として本施設を新築しました。
漁港に近接した周辺環境を考慮し、床高は防波堤より高い

位置に設定し、外装材の鋼板は、耐食性に優れるマグネシウム

含有のガルバリウム鋼板を採用しました。
本施設は幅広い用途に応えることができる会館となるよ

う、研修室を可動間仕切りにより区画可能な大広間と、和室の
２種類計画し、大広間にはイベントや葬儀が行える祭壇を兼
ねたステージを設置しました。
ロビーホールは、杉羽目板を用いたアクセントウォールを

持つ吹抜け空間とし、登り梁と化粧野地板を用いた天井仕上
げとしました。また、吹抜け上部には電動式のハイサイドライ
トを設置し、風通しがよく、開放的な交流の場となるよう計画
しました。
設計担当・松見陽介、小牧樹弘
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発 注 者 木古内町長 大森 伊佐緒
設計監理 株 式 会 社 北 匠 建 築 設 計 事 務 所
施 工 茂泉・川瀬・平澤経常建設共同企業体

外観

ロビーホール 玄関



学校法人 市村学園

芦別みどり幼稚園附属保育園リリー

設計概要
面 積 延べ183.33m
構 造 Ｓ造・地上１階
外観仕上 ガルバリウム鋼板角波張り
工 期 平成29年10月～平成30年３月
建 設 地 芦別市南１条東１丁目8-2
施 工 泰進・渡辺共同企業体

設計主旨
自然豊かな芦別市にある本保育園は、０歳～２歳児までを

対象とした芦別みどり幼稚園附属の小規模保育園として、
ゆったりとした環境の中で丁寧な保育ができる園舎を目指し
建設されました。
外観は、隣接する芦別みどり幼稚園のイメージを崩さない

ように白と淡いピンクを基調とし園長先生の言われる「やわ
らかい」イメージに合わせ、固い印象を与えない計画としてい

ます。建物中央の三角形の屋根にはハイサイドライトを設け
建物内部に光が届くように配慮しており天井には街のキャッ
チフレーズを意識したクロスを取り入れることにより、園児
が芦別という土地に興味を持って豊かな個性や感情を自然豊
かな土地を利用して育むことが出来るような環境を提案して
います。
中央に建物出入口と職員室を配置し左右に乳児室（０歳）と

ほふく保育室（１・２歳）を配置することで年齢に合わせた保
育を混同することなく適切に行うことを可能にしています。
また、既存の幼稚園側に調理室や前室を設けることで、将来的
に保育事業が拡大した場合にも保育部門と管理部門の動線が
重なることなく給食を配送できるように配慮して内部計画を
行いました。
本施設が少しでも園児の成長や使用する職員の手助けにな

ることを願っています。（記・岡部）
設計担当：安中元規、岡部宏祐
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発 注 者 学 校 法 人 市 村 学 園
設計監理 株式会社 西村建築設計事務所
施 工 泰 進 ・ 渡 辺 共 同 企 業 体

外観（１)

ほふく・保育室玄関外観（２)



社会福祉法人高陽福祉会

ピッコリーノ保育園

設計概要

面 積 延べ700.73m
構 造 RC造・地上２階

外観仕上 コンクリート打放し仕上の上多意匠装飾仕上塗

材、レンガタイル、FRP製装飾塔

工 期 平成29年８月～平成30年３月

建 設 地 北海道札幌市白石区北郷１条６丁目１番25号

施 工 大木建設株式会社 札幌支店

設計主旨

０才～５才児までを対象とした本保育園は、JR白石駅より

程近い閑静な住宅街の中に位置します。

外観は、「お城のような」という園の依頼に近づけるため JR
沿線上から見える正面に大小合わせて７つの塔を配置し、庇

には装飾手すりを施しています。また、屋外空間は園庭の他、

２階屋上に園児が保育室から直接アクセスできる屋外遊戯場

を設け、限られた敷地の中で広々と遊ぶことができる計画と

しました。

内部空間はお城を意識したレンガ調クロスを取り入れ、１

階の０才～２才児の部屋は暖色、２階の３～５才児の部屋は

寒色で色分けすることにより、年齢別に変化のある空間で保

育を行える計画となっています。２階の遊戯室では窓から列

車が行き来する姿を楽しむことができ、のびのびと豊かな個

性を育む環境づくりに配慮しました。

また、遊戯室は隣接する保育室と可動間仕切りで仕切るこ

とで、お遊戯会や卒園式などのイベント時には大きなホール

としても活用することができます。

全体としてコンパクトにまとまりながらも、園児たちが自

由に感情豊かにのびのび育つことのできる保育園を目指しま

した。（記・山本）

設計担当：安中元規・綿谷裕司・山本 楓
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発 注 者 社会 福祉法 人高 陽福祉会
設計監理 株式会社 西村建築設計事務所
施 工 大木建設株式会社 札幌支店

外観

遊戯室ホールポーチ



eclair

設計概要

面 積 延べ5,324.90m
構 造 RC造 地上14階

外観仕上 シリコン樹脂塗装、コンクリート打放

工 期 平成29年４月～平成30年８月

建 設 地 札幌市中央区南１条西17丁目

1-3、-4、-5、-6、-17、-21

設計主旨
本建物は地下鉄東西線『西18丁目駅』付近、札幌医科大学

及び附属病院の北側という好立地にあり、建主からは〝立地特
徴を活かした良質な賃貸マンションを"との計画依頼があっ
た。要望に応えるべく、まずは容積を限度まで駆使した無駄の
ない設計を実現させ、ファミリー向けの２LDKと単身向けの
１LDKで入居者の可能性を広げた。
外壁は精度を上げるために何度も検査を行い、シリコン樹

脂塗装・コンクリート打放であるのにも関わらずパネルのよ
うな仕上がりを実現し、病院付近である事を意識した白を基
調とする清潔感ある見た目とした。
別棟として約60mの自立式立体駐車場も併設し、14階建

て76戸の住人が不自由なく便利に駐車できるスペースを確
保した。
この建物が入居者や地域の人々に長く愛される、街の新た

なシンボルのようになる事を目指した。
設計担当・神田雅章
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発 注 者 合 同 会 社 VENUS
設計監理 株式会社 DESIGN FIELD
施 工 株 式 会 社 藤 井 工 務 店

外観（南面) ２LDK

ポーチ

エントランス



ロータス 伏見邸

設計概要

面 積 延べ1,786.66m
構 造 RC造 地上11階

外観仕上 コンクリート打放、外装用ボーダータイル、

ウレタン樹脂塗装

工 期 平成29年７月～平成30年９月

建 設 地 札幌市中央区南19条西16丁目13-4

設計主旨

日影規制・33m高度地区の制限がある中で限度まで計画をした、11

階建てのサービス付き高齢者向け住宅である。

３～11階に１LDK（18戸）・２LDK（９戸）、２階に厨房併設の多目

的ルーム・介護用浴室を、１階には理容室を設けるなど、サービスは充

実した内容となっている。

オーナーからテーマとして与えられたのが『和』と『モダン』であっ

た。外部は木調の色合いと縦格子の手摺、瓦を意識したタイルで『和』

を表し、反対にコンクリート打放によって『モダン』を表現した。

内部にもふんだんに木目調を使い、高齢者が生活していく中で『温か

み』のある空間となることを意識した。

設計担当・神田雅章
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発 注 者 株 式 会 社 ロ ー タ ス
設計監理 株 式 会 社 DESIGN FIELD
施 工 株式会社 アセットプランニング

外観（正面)

２階ホール

２LDK

エントランス
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北広島市役所新庁舎

設計概要

面 積 延べ 10,785.43m
構造規模 鉄骨造 地上５階建（建築基準法 地上４階・地下

１階）

工 期 平成27年８月～平成30年８月

建 設 地 北広島市中央４丁目２番地１

外観仕上 磁器質タイル貼（PC板＋外断熱FRCパネル下

地）

アルミスパンドレル（PC板外断熱＋鋼製下地）

アルミカーテンウォール（防音Low-E複層ガラ

ス）他

設備業者 機械設備：池田煖房・丸北三建・フォルテック JV
電気設備：三共・北英・丸寛佐藤 JV
地中熱ヒートポンプ設備：藤井・道三建・島田 JV

設計主旨

新庁舎は、市庁舎機能に加え、新たに保健センター、地域子

育て支援センターの他、市民活動の場となる多目的室を備え

た複合庁舎として計画された。敷地の高低差を活かし、１階・

２階それぞれのレベルで人・車がアクセス可能な計画とし、１

階には保健センター・子育て支援センターと多目的室、２階に

は市民利用頻度の高い窓口機能を配置。３・４階には窓口・行

政機能、５階には議会関連諸室の他、市民の憩いの場としてカ

フェや展望テラスを配した。市民が親しみ、利用し易いことは

勿論、あらゆる世代の方が集まる施設として、交流の広がる庁

舎を目指し、様々な活動の様子が見えるよう視覚的つながり

に配慮し、５層に渡る建物全体を吹抜と階段で繫ぐオープン

な計画とした。構造的には重要度係数1.5の高耐震構造とす

る一方、環境面では、PC外断熱外壁やLow-Eペアガラス等に

よる高気密・高断熱化、床輻射冷暖房や床吹出空調等の居住域

空調の採用、太陽光発電や地中熱ヒートポンプ等の自然エネ

ルギー利用等、エコ庁舎を目指した。

外観は、各面毎の機能に合わせて開口率を調整すると共に、

防音サッシを採用する等、航空騒音や隣接鉄道騒音に配慮し

た仕様とする一方、共用部は可能な限りガラスを使用し、にぎ

わいや活動が外部へ表出することを意図した。

トップライトからの自然光が注ぐ吹抜

発 注 者 北 広 島 市
設計監理 久 米 ・ ブ ン ク 共 同 企 業 体
施 工 岩田地崎・丸彦渡辺・田島特定建設共同企業体

議場 市内を一望する５階展望テラス

北西側外観

地域子育て支援センター活動室
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ヨハクノイエ

設計概要

面 積 延べ96.68m
構 造 Ｗ造 地上２階建

外観仕上 ガルバリウム鋼板 長尺横葺

工 期 平成29年４月～平成29年８月

建 設 地 札幌市中央区円山西町

設計主旨

夫婦と子供の３人が暮らす小さな家。

アトリエを併設した住まいである。

奥様は紙物のデザインをする作家であり、製作活動を行う

場となるこの家で１日の大半を過ごす。職住を完全に分離す

ることなく日常生活を送りながらも作品作りに没頭すること

ができる暮らしができないかと考えた。

敷地は札幌市中央区円山西町の傾斜地にある緑豊かな住宅

街にあり、東側に札幌の街や円山を望むことができる。この眺

望を生かすため隣地の𨻶間を読み取り開口部の位置を決め

た。この開口部から差し込む朝日は北面の大きな壁に当たり

季節や天候の変化を映しだす。

平面は間口6.4m、奥行き7.8mの小さな矩形である。

前面道路のレベルを玄関のある中間階とし、半階下がる個

室と水周り、半階上がるとLDK、さらに数段上がった位置に

アトリエを配置することで、個室とアトリエの適度な距離感

を保っている。螺旋状の動線には絶えず光が廻り込み様々な

表情を見せる。

２階は外周部以外に柱は無く、寄棟屋根によりフロア全体

が包み込むように覆われている。

建物の中心に据えられたアトリエは壁に反射した朝日の光

が登る神秘的な空間となる。

季節によって、日によって、時間によって変化する光を映す

「ヨハク/余白」のある家になったのではないかと思う。

設計担当・小坂裕幸

設計監理 小坂裕幸建築設計事務所
施 工 株式会社 福島工務店



赤平市立赤平中学校

設計概要
面 積 延べ 52,351.65m
構 造 RC造・地上３階
外観仕上 乾式レンガタイル、石調シート、複層塗材
工 費 278千万
工 期 平成29年６月～平成30年７月
建 設 地 赤平市北文京町１丁目２番地
設備業者 石川・植村特定 JV、西出・川本特定 JV

設計主旨
赤平市赤平中学校は、統廃合により、市内で一つの中学校と

なる。赤平市の子ども達全員が通い、学ぶ場として、居心地の
良い空間と思い出に残る建物をコンセプトに、１階から３階

までを開放的に繫げる階段、木ルーバー天井の多目的ホール、
ランチスペースも兼ねることのできるホールを設けた。また
敷地は８mの大きな高低差があり、生徒や来校者がアクセス
しやすくバリアフリーに対応するため、前面道路のレベルに
合わせた「校舎棟」と体育館や家庭科室など地域開放に利用す
る部屋を集め、高台レベルに建設する「体育館棟」の２棟とし、
校舎棟３階床レベルと体育館棟レベルを合わせ、２本の渡り
廊下で繫げることで、大きな回遊動線を創出した。
また内装は木質化を図り、木に囲まれた落ち着いた空間と

した。サイン計画では、赤平産木材を使い、地元デザイナーや
地元企業、生徒と協力し、オール赤平のサインデザインとする
ことで、施設に愛着を持てる計画とした。
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発 注 者 赤 平 市
設計監理 株式会社ドーコン
施 工 建築主体工事（校舎棟) 西出・植村・丸宮特定 JV

建築主体工事（体育館棟) むらかみ・和泉・佐々木特定 JV
強電設備工事 相栄・末廣屋特定 JV
弱電設備工事 麻生・北弘特定 JV
空気調和換気設備 石川・植村特定 JV
給排水衛生設備 西出・川本特定 JV

正面外観

上り階段エントランスホール

多目的ホール



道の駅 石狩「あいろーど厚田」

設計概要

面 積 延べ 1,334.56m
構造規模 RC造 地上２階・地下１階

工 期 平成29年１月～平成30年３月

建 設 地 北海道石狩市厚田区厚田68-５ほか

外構仕上 コンクリート打放し・塗装仕上

設備業者 電気設備 北盛・クリヤ特定共同企業体

機械設備 石狩環境・石狩管工 特定共同企業体

設計主旨

本施設は国道231号線沿いに道の駅石狩「あいろーど厚田」

として建てられました。建物は日本海を見渡すことのできる

斜面地に建てられ、隣接する厚田公園などのランドスケープ

と一体的な整備を行いました。

１階は地場産品を紹介・販売するコーナーや地域観光情報

コーナー、休憩スペースや24時間トイレ等を配置しました。

２階には眺望の良い交流スペースや自然歴史展示コーナー、

地場産品体験コーナーや自由に使える休憩スペースを配置し

ました。また２階からは、屋外のこども広場にアクセスするこ

とができます。さらに日本海を一望する３階には地域コミュ

ニティー施設と日本海を一望できる展望バルコニーを配置

し、美しい夕日を眺めることができます。３階からは厚田公園

へバリアフリーでアクセスできるよう計画しました。

建物の内装には天井やサッシ等に地域にゆかりのある木材

を用い、お年寄りから若い世帯まで親しみやすい木のぬくも

りを感じられる空間としました。

設計担当：大槻政洋
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発 注 者 石 狩 市
設計監理 株 式 会 社 ド ー コ ン
施 工 三津橋・酒井・三和・半澤 特定共同企業体

外観２

交流スペース自然・歴史展示コーナー

外観１
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早くも2018年が終わろうとしています。

2005年に構造計算偽装問題があり、地元、北海道の建築士も関わり建

築設計の信頼を損ないました。同時に、我々設計に携わる者として、な

お一層誠実に設計に向き合うよう要請もされました。

設計に携わるようになって、20年が過ぎようとしています。

幼稚園・老人ホーム・病院・事務所・共同住宅・店舗・ホテル等と様々

な物件の依頼を受け一つ一つ勉強しながら、寝ずに設計をしたこともあ

ります。

私を含め趣味は「建築設計」と言ってはばからない建築設計士が多い

のも、この普通ではない仕事が、楽しいからです。人様のお金を使って、

子供達に「この建物は、お父さんの設計だよ」と言える幸せ、建物の形

が一生残るこんな良い仕事はないのである。

建築設計士が若い人があこがれる仕事の上位に再びなる様に、希望に

満ちた建築文化を我々が、残さなければなりません。

時間と共に、愛される建築を生み出す為、趣味は「建築設計」と言っ

て、新年も図面を作成する一年になりますように。

（広報委員会委員 髙橋雅敏)
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建築士事務所憲章
　　

建築士事務所は、建築や環境が文化の形成に占める重要な意味を認識し、社会の健全

な進歩と発展に寄与します。

一　誠意をもって設計と監理の業務を遂行し、建築主の期待に応えます。

一　健康で快適な生活環境の創造と、安全安心、持続可能で良質な資産の形成を図ります。

一　自己研鑽を怠らず、職業倫理を高め、法令遵守と公益の立場に立って最善を尽します。

一　設計意図の理解を施工者に求め、公正に工事を監理します。

一　互いに信頼を深め、連帯の精神をもって職務を全うします。

平成20年5月

一般社団法人　日本建築士事務所協会連合会
（平成25年4月1日一般社団法人に名称変更）

　　社団法人　北海道建築士事務所協会は、本憲章を誓約する建築士事務所を会員とする法定

団体です。

平成21年1月

一般社団法人　北海道建築士事務所協会
（平成25年1月4日一般社団法人に名称変更）

〈一般社団法人　日本建築士事務所協会連合会シンボルマーク〉

“建築”の基本構成である“塊”、“面”、“線”の3つの普遍的要素をもとに構成し、

“屋根の建築”といわれる日本建築のイメージを取り込み、

柔らかな曲線によって、繊細な日本美を表現しました。

　史跡松前城を有し、北海道唯一の城下町に位置する松前中学校は、昭和44年に町内

の3校を統合して誕生した中学校です。建て替え前の旧校舎は築40年以上を経過し、老

朽化が著しいことから平成25年に改築に着手しました。改築にあたり特にこだわったの

が「地材地消」の学校づくりでした。地域材である松前杉をふんだんに使用し、構造材

としての利用はもちろんのこと、造作材として内装材や外装材、そして生徒が使用する

机の天板にまで松前杉を利用した温かみのある中学校となっています。また、実際の建

設にあたっては木造在来工法を採用し「オール松前」の名の下、全ての業種で地元の人々

の協力が得られ官民一体となった松前町を代表する建物となりました。この松前中学校

を卒業した子供たちが誇りに思える建物であるとともに、末永く町民の皆さんに愛され

ることを心より願っています。

松前町長　石山英雄

松前町立松前中学校
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